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「Sparks」（島根県国保連合会野球部）
新年あけましておめでとうございます。
　今号の表紙は、本会野球部「Sparks」のメンバーです。見覚えのある顔を
発見された方もいらっしゃるのではないでしょうか。平均年齢43歳。若干
高めではありますが、日々のデスクワークで凝り固まった体を解きほぐし、
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7 全国国保連合会常勤役員会議［東京都］（～8日）
8 後期高齢者医療に係る市町村担当課長会議［Web会議］

国保中央会役員と小規模国民健康保険団体連合会の 
諸課題検討会議会員との意見交換会［東京都］
保健事業支援・評価委員会による保険者訪問［松江市］
審査事務共助知識力認定試験［本会］

9 レセプト点検相談［雲南市］
介護保険業務に係る意見交換［川本町］

10 電算業務等にかかる保険者巡回相談［浜田市］
11 電算業務等にかかる保険者巡回相談［吉賀町］

レセプト点検相談［出雲市］
国保制度改善強化に関する市長会・町村会との協議

［松江市］
14 電算業務等にかかる保険者巡回相談［邑南町］
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16 国民健康保険料（税）の滞納者を対象とする多重債務等
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電算業務等にかかる保険者巡回相談［知夫村］
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特定健診等実施率向上の 
取り組みや医 療 費 適 正化 
対策等、今年度事業の実施 
状況について、また、令和
５年度事業計画・予算等に
ついて協議を行った。
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て
は
、
年
齢
構
成
、
医
療
費
が
高
い
一
方
、
所
得

水
準
が
低
く
、
保
険
料
負
担
が
重
い
と
い
う
構
造

的
な
問
題
は
解
決
さ
れ
ず
、
今
後
の
運
営
も
国
庫

補
助
等
を
前
提
と
し
、
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
対
応

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
、
全
世
代
型
の

社
会
保
障
制
度
の
実
現
に
向
け
た
改
革
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
分
野
で
は
出
産

育
児
一
時
金
の
増
額
等
、
医
療
の
分
野
で
は
後
期

高
齢
者
の
保
険
料
引
き
上
げ
等
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
は
、
医
療
機
関
等
に

お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
原
則
義
務
化

さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
仕
組
み
を
基
盤
に
、
自
身
の
保
健
医
療

情
報
の
閲
覧
な
ど
、
医
療
・
介
護
分
野
で
の
情
報
の

利
活
用
が
順
次
拡
充
さ
れ
ま
す
。
本
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
審
査
支
払
機
関
改
革
の
工
程
に
基

づ
き
、
各
種
デ
ー
タ
の
連
携
、
シ
ス
テ
ム
運
用
支
援

な
ど
、
そ
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
支
払
基
金
と
の

審
査
基
準
の
統
一
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
、
国
保
中
央
会
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ジ
タ

ル
庁
と
も
連
携
し
て
、
支
払
基
金
と
の
シ
ス
テ
ム
の

共
同
利
用
な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
、
保
険
者
の
共
同
体
と
し
て
、
審
査
支
払

業
務
は
も
と
よ
り
、医
療
費
適
正
化
や
保
健
事
業
等
、

保
険
者
支
援
の
充
実
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
多
方
面
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
も

積
極
的
に
応
え
る
こ
と
に
よ
り
社
会
的
責
務
を

果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

皆
さ
ま
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
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新
し
い
年
を
迎
え
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
方
に
は
、
平
素
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
、
ご
尽
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
き
ま
し
て
も
、
県
民
の
皆
さ
ま
や
医
療
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

県
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
市
町
村
、
医
療

機
関
等
と
緊
密
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
感
染
拡
大

防
止
や
医
療
提
供
体
制
の
確
保
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

促
進
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
期
運
営
方
針
策
定
に
向
け
て

市
町
村
・
国
保
連
合
会
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

さ
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
国
保
財
政
の
安
定
化
の

た
め
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り

ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

大
き
な
収
支
不
足
を
生
じ
る
こ
と
な
く
円
滑
に
新

制
度
が
運
営
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
被
保
険
者
数
の
減
少
や
高
齢
者
層
の

増
加
、医
療
の
高
度
化
に
伴
う
１
人
当
た
り
医
療
費
の

上
昇
、
被
用
者
保
険
と
比
較
し
て
高
齢
者
や
低
所

得
者
の
割
合
が
多
い
こ
と
に
よ
る
重
い
保
険
料
負
担

な
ど
、
国
保
制
度
の
抱
え
る
構
造
的
な
課
題
が
解
決

さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
中
、
給
付
は
高
齢
者

中
心
、
負
担
は
現
役
世
代
中
心
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

社
会
保
障
の
構
造
を
見
直
し
、
全
て
の
世
代
が
公
平

に
支
え
合
う
「
全
世
代
対
応
型
社
会
保
障
」
の
考
え

方
に
基
づ
き
、
負
担
と
給
付
の
見
直
し
等
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
保
制
度
を
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
で
安
定
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、

国
に
対
し
て
公
費
の
支
援
を
求
め
て
い
く
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
保
険
者
と
し
て
予
防
や
保
健
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

島
根
大
学
と
連
携
し
、
医
療
費
デ
ー
タ
分
析
体
制
の

構
築
や
、研
修
用
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動
画
の
作
成
な
ど
の

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
支
援
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
る
次
期
「
島
根
県

国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
」
の
策
定
作
業
を
行
う

重
要
な
一
年
と
な
り
ま
す
。
医
療
費
適
正
化
、
事
務

処
理
の
効
率
化
・
標
準
化
・
広
域
化
、
保
険
料
水
準
の

在
り
方
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

市
町
村
、国
保
連
合
会
と
県
が
連
携
し
、一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
国
保
制
度
に
と
っ
て
実
り
多
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
に
、
ま
た
、
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

島
根
県
健
康
福
祉
部　

部
長安あ 

食じ
き 

治は
る 

外と
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保
険
者
業
務
、
地
方
自
治
体
事
業
支
援
に

総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
５
年
の
新
春
を
迎
え
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら
国
保
中
央
会
の
運
営
に

対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
つ
い
て
は
、

感
染
拡
大
防
止
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
に

向
け
て
、
国
に
お
い
て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時

流
行
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、い
ま
だ
不
透
明
な
状
況
の

中
、
最
前
線
で
治
療
や
感
染
防
止
策
に
懸
命
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
国
保
直
診
施
設
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
機
関
等
や
自
治
体
関
係
者
な
ど
の
皆
さ
ま
の

ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中
で
、
国
に
お
い
て
は
、

全
て
の
世
代
で
安
心
で
き
る
全
世
代
型
社
会
保
障

制
度
の
確
立
を
目
指
し
、さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、都
道
府
県
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
方
自
治
体

で
は
、
本
年
は
、
2
0
2
4
年
度
か
ら
開
始
と
な
る

医
療
費
適
正
化
計
画
、
健
康
増
進
計
画
、
医
療
計
画
、

介
護
保
険
事
業（
支
援
）計
画
お
よ
び
障
害
福
祉
計
画
等

を
策
定
す
る
節
目
の
年
で
あ
り
、
今
後
の
地
域
医
療
・

介
護
・
福
祉
体
制
を
整
備
し
て
い
く
う
え
で
、
大
変

重
要
な
一
年
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
医
療
分
野
に
お
い
て
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
し
て
、
本
年
4
月
か
ら
保
険

医
療
機
関
等
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等

シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、

2
0
2
4
年
秋
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康

保
険
証
の
一
体
化
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
会
は
「
医
療
保
険
情
報
提
供
等
実
施
機
関
」
と

し
て
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
と
と
も
に
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
運
用
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み

の
普
及・促
進
の
一
助
と
な
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

医
療
D
X
な
ど
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
の
推
進
等
に

積
極
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
審
査
支
払
機
能
改
革
工
程
表
に
基
づ
き
、

医
療
保
険
に
お
け
る
審
査
基
準
の
統
一
化
や
審
査
支
払

シ
ス
テ
ム
の
支
払
基
金
と
の
共
同
開
発
・
共
同
利
用
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援

シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
運
用
、
さ
ら
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
費
用
の
請
求
支
払
業
務
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
方
自
治
体
事
業
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、全
国
の
国
保
連
合
会
の

皆
さ
ま
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
体
と
な
り
、
全
国
知
事

会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
を
は
じ
め
と
す
る

地
方
団
体
や
国
保
組
合
、後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

な
ど
の
関
係
団
体
と
も
十
分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

医
療
費
の
審
査
支
払
は
も
と
よ
り
、国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
K
D
B
）シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
保
健
事
業
や
さ
ま
ざ
ま

な
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発・運
用
な
ど
、保
険
者
の

皆
さ
ま
の
業
務
支
援
に
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
新
し
い
年
が

明
る
く
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
る

こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
中
央
会　

会
長岡お

か 

﨑ざ
き 

誠せ
い 

也や
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SCIPOT

令
和
４
年
11
月
18
日
、国
保
中
央
会
な
ど
国
保
関
係
9
団
体
※
は
、東
京・砂
防
会
館
に
お
い
て

「
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
」
を
開
催
し
た
。

本
大
会
に
は
、全
国
の
市
町
村
長
等
、国
保
関
係
者
約
5
0
0
人
が
参
加
。国
保
の
財
政
基
盤

強
化
に
向
け
た
毎
年
度
3
4
0
0
億
円
の
公
費
投
入
の
確
実
な
実
施
、
普
通
調
整
交
付
金
の

所
得
調
整
機
能
の
堅
持
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
更
改
お
よ
び
運
用
に
係
る
財
政
支
援
な
ど

11
項
目
の
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

岡
﨑
誠
也
大
会
会
長（
高
知
県
高
知
市
長・

国
保
中
央
会
会
長
）
は
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
医
療
費
の
増
加
は
も
と
よ
り

低
所
得
者
の
増
加
に
よ
る
構
造
的
な
問
題

に
加
え
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、国
保
の
事
業
運
営
は
今
後
も

厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

と
指
摘
。
そ
の
上
で
、
国
保
制
度
を
持
続

可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
に

お
い
て
も
重
要
な
責
任
を
し
っ
か
り
と

果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と

強
調
し
た
。

ま
た
、政
府
の
骨
太
方
針
に
、生
活
保
護

受
給
者
の
国
保
等
へ
の
加
入
の
議
論
が

盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
言
及
。
国
保
財
政
を

悪
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
貫

し
て
反
対
す
る
と
の
姿
勢
を
見
せ
た
。

さ
ら
に
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
次
期
更
改

や
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の
責
任
で
必
要

な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
と
し
、
政
府
の
第
２
次
補
正
予
算
案

に
お
い
て
所
要
額
が
措
置
さ
れ
た
こ
と
に

感
謝
の
意
を
示
す
と
と
も
に
、今
臨
時
国
会

に
お
け
る
早
期
の
予
算
成
立
を
強
く
要
望

し
た
。

続
い
て
、
木
野
隆
之
岐
阜
県
輪
之
内

町
長（
全
国
町
村
会
代
表
）が
大
会
宣
言
を

読
み
上
げ
、
来
賓
と
し
て
、
加
藤
勝
信
厚
生

労
働
大
臣
（
伊
佐
進
一
厚
生
労
働
副
大
臣

兼
内
閣
府
副
大
臣
代
読
）
、
寺
田
稔
総
務

大
臣（
当
時
）（
中
川
貴
元
総
務
大
臣
政
務
官

代
読
）
、
自
由
民
主
党
の
田
村
憲
久
社
会

保
障
制
度
調
査
会
会
長
（
元
厚
生
労
働

大
臣
）
、
立
憲
民
主
党
の
牧
山
ひ
ろ
え
参
院

議
員
会
長
代
行
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、議
事
に
入
り
、議
長
団
を
選
出
。

鈴
木
健
一
三
重
県
伊
勢
市
長
（
全
国
市
長

会
代
表
）
が
11
項
目
の
決
議
文
を
発
表
し
、

大
会
の
総
意
と
し
て
満
場
一
致
で
採
択
、

田
中
八
洲
男
島
根
県
議
会
議
長
（
全
国

都
道
府
県
議
会
議
長
会
代
表
）
の
閉
会
の

辞
を
も
っ
て
、盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

大
会
終
了
後
に
は
、決
議
の
実
現
に
向
け
、

市
町
村
長
を
先
頭
に
、政
府
お
よ
び
与
野
党

の
関
係
者
に
対
し
陳
情
活
動
を
展
開
し
た
。

※
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
・
主
催
者
団
体

　
国
民
健
康
保
険
中
央
会
、
都
道
府
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
、
全
国
知
事
会
、
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
、

　
全
国
市
長
会
、
全
国
市
議
会
議
長
会
、
全
国
町
村
会
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
、
全
国
国
民
健
康
保
険
組
合
協
会
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国保総合システム国保総合システムのの更改更改およびおよび運用運用に係るに係る財政支援財政支援などなど
11項目11項目のの決議決議をを採択採択

政府政府およびおよび与野党与野党のの関係者関係者へへ陳情活動陳情活動

国保制度改善強化全国大会



　

本
日
こ
こ
に
、
全
国
の
国
民
健
康
保
険
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
国
民
健
康
保
険
が

直
面
す
る
諸
問
題
の
改
善
を
期
し
て
、
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
を
開
催
し
、

慎
重
審
議
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
満
場
一
致
こ
れ
を
採
択
し
た
。

　

国
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
現
状
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
を
必
ず
実
現
さ
れ
る
よ
う

本
大
会
の
総
意
を
も
っ
て
強
く
要
望
す
る
。

記

一
、 

医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、 

国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費
投
入
の
確
保
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

保
険
者
努
力
支
援
制
度
等
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
評
価
と
財
政
支
援
の
充
実

を
図
る
こ
と
。

一
、 

普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自
治
体
間
に
お
け
る
所
得
調
整
機
能
は
、
今
後
も
堅
持
し
、

見
直
し
を
行
わ
な
い
こ
と
。

一
、 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く
中
で
、
国
保
制
度
の
運
営
の
安
定
を
図
る
と

と
も
に
、医
療
・
保
健
・
介
護
の
人
材
及
び
公
立
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、

地
方
自
治
体
及
び
国
保
連
合
会
に
対
し
て
十
分
な
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
等
の
地
方
単
独
事
業
に
係
る
国
庫
負
担
減
額
調
整
措
置
の
全
廃
及
び

子
ど
も
に
係
る
均
等
割
保
険
料（
税
）の
軽
減
制
度
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

一
、 

生
活
保
護
受
給
者
の
国
保
等
へ
の
加
入
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
行
わ
ず
国
と
し
て
の

責
任
を
果
た
す
こ
と
。

一
、 

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
は
、
医
療
分
野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の
柱
で
あ
り
、
次
期
更
改
や
運
用
に

当
た
っ
て
は
、
市
町
村
等
保
険
者
に
追
加
的
な
財
政
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に

お
い
て
必
要
な
財
政
措
置
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。

一
、 

国
保
連
合
会
が
地
方
自
治
体
の
医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
業
務
支
援
の
役
割
を
十
分
に
果
た

せ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、 

国
民
の
健
康
保
持
・
増
進
及
び
医
療
費
適
正
化
に
向
け
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
活
用
を

進
め
る
た
め
、
制
度
的
役
割
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
シ
ス
テ
ム
更
改
等
に
係
る
財
政
措
置
を

講
じ
る
こ
と
。

一
、 

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
普
及
や
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

国
の
責
任
に
お
い
て
財
政
支
援
の
充
実
を
は
じ
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、 

国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
。

右　

決
議
す
る
。

令
和
四
年
十
一
月
十
八
日

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

決議

青木一彦議員の秘書（左）へ
本会松本常務理事（右）から説明

（島根県選出国会議員への陳情） 岡﨑誠也  大会会長大会を見守る参加者

田中八洲男　
島根県議会議長
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報告

令
和
４
年
10
月
29
日
、
第
30
回
島
根
県
国
保
地
域
医
療
学
会
を
開
催
。

国
保
直
診
に
加
え
、
行
政
、
介
護
・
福
祉
施
設
の
関
係
者
等
１
２
０
名
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
に
よ
り
参
加
し
た
。

第
30
回
の
節
目
と
な
っ
た
今
学
会
は
、
国
保
直
診
の
成
り
立
ち
や
取
り
組
み

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
地
域
医
療
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
状

贈
呈
等
を
行
っ
た
。
加
え
て
、
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
地
域
医
療
の
課
題
や
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
大
谷
学
会
長
（
雲
南
市
病
院
事
業
管
理
者
）
は
、

30
回
の
節
目
に
際
し
、
歴
代
学
会
長
、
国
保
直
診
開
設
者
の
功
績
に
深
謝
。

歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
今
後
の
地
域
包
括

医
療
・
ケ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
起
し
た
。

続
い
て
、
本
会
の
松
本
常
務
理
事
が
あ
い
さ
つ
。
厳
し
い
運
営
が
続
く

国
保
の
現
状
に
ふ
れ
、
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
先
駆
者
と
し
て
、
国
保
直
診
の

活
躍
に
期
待
を
寄
せ
た
。

次
い
で
、
島
根
県
健
康
福
祉
部
の
安
食
部
長
が
来
賓
あ
い
さ
つ
。
医
療
提
供

体
制
の
確
保
、
地
域
住
民
へ
の
啓
発
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
国
保
直
診
の

対
応
に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
学
会
の
発
展
を
祈
念
し
た
。

島
根
県
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会
会
長
感
謝
状
贈
呈
者

前　

飯
南
町
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

前　

海
士
町
長　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
南
市
立
病
院
名
誉
院
長　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　

安
来
市
病
院
事
業
管
理
者　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

前　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
弥
栄
診
療
所
所
長　

 　
　

浜
田
市
健
康
福
祉
部
健
康
医
療
対
策
課
医
師
・
参
与　

 

海
士
町
国
民
健
康
保
険
海
士
歯
科
診
療
所
所
長　

 　
　

山
碕　

英
樹　
氏

山
内　

道
雄　
氏

大
塚　

昭
雄　
氏

小
川　

東
明　
氏

　

阿
部　

顕
治　
氏

平
山　

敏
彦　
氏

島根県国保地域医療学会島根県国保地域医療学会
地域包括ケア３０年の振り返りと未来に向けて

島根県国保地域医療学会第30回
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小
野　

剛
氏
〈
講
師
略
歴
〉

昭
和
58
年

昭
和
58
年
６
月

昭
和
60
年
６
月

平
成
３
年
６
月

平
成
５
年
５
月

平
成
７
年
10
月

平
成
８
年
４
月

平
成
10
年
４
月

 

平
成
17
年
10
月

平
成
24
年
４
月

平
成
30
年
６
月

令
和
２
年
６
月

自
治
医
科
大
学
医
学
部
卒
業

秋
田
大
学
医
学
部
附
属
病
院

第
一
内
科

町
立
羽
後
病
院
内
科
科
長

秋
田
大
学
医
学
部
附
属
病
院

第
一
内
科

秋
田
大
学
医
学
部
助
手

秋
田
大
学
医
学
部
附
属
病
院
講
師

町
立
大
森
病
院　

院
長

大
森
町
保
健
医
療
福
祉
総
合
施
設

「
健
康
の
丘
お
お
も
り
」
管
理
者

兼
院
長

市
立
大
森
病
院　

院
長

国
診
協　

常
務
理
事

国
診
協　

副
会
長

国
診
協　

会
長

講
演
の
概
略

国
診
協
の
状
況

国
診
協
の
主
活
動
は
、
国
保
直
診
の

活
動
支
援
、
学
会
・
研
修
会
の
開
催
、

地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
認
定
制
度
の

運
用
等
で
あ
り
、こ
れ
ら
を
通
じ
て
地
域

包
括
医
療
・
ケ
ア
を
推
進
し
て
い
る
。

国
保
直
診
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境

の
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
有
用
な
情
報

発
信
を
行
い
、
会
員
施
設
と
双
方
向
に

つ
な
が
り
な
が
ら
、
次
世
代
を
見
据
え
た

事
業
展
開
を
心
掛
け
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

地
域
医
療

今
後
は
地
域
に
お
け
る
医
療
機
関
の

役
割
分
担
と
連
携
強
化
が
重
要
で
あ
る
。

現
状
を
見
る
虫
の
眼
、
全
体
を
俯
瞰
し
て

見
る
鳥
の
眼
、
時
の
流
れ
を
見
る
魚
の

眼
の
よ
う
な
視
点
で
、
国
保
直
診
と
し
て

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
ど
う
あ
り
た
い
か

未
来
を
描
き
な
が
ら
運
営
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
と

総
合
診
療
専
門
医

国
診
協
で
は
、
病
気
だ
け
で
は
な
く

人
と
地
域
を
ま
る
ご
と
診
る
こ
と
の

で
き
る
総
合
診
療
専
門
医
を
養
成
す
る

た
め
、
日
本
地
域
医
療
学
会
を
立
ち

上
げ
た
。
超
高
齢
化・人
口
減
少
社
会
を

迎
え
る
中
、
総
合
診
療
専
門
医
を
目
指
す

若
い
医
師
を
増
や
す
こ
と
は
、
国
診
協

の
本
務
だ
と
考
え
る
。

国
保
直
診
の
運
営

国
保
直
診
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
な
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、①
地
域

の
医
療
環
境
把
握
、
②
診
療
報
酬
や

政
策
動
向
確
認
、
③
人
員
確
保
と
就
労

環
境
改
善
、
④
地
域
に
お
け
る
役
割
の

検
討
、
以
上
４
点
を
視
野
に
入
れ
、地
域

包
括
医
療
・
ケ
ア
の
枠
組
み
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
医
療
機
能
で
地
域
に
貢
献

す
る
の
か
、
立
ち
位
置
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

司会を務める大谷学会長
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国
保
直
診
の
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
環
境
の
中
、持
続
可
能
な
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な

考
え
方
や
、地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
先
進
的
な
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア

　
　
─
国
診
協
の
情
勢
も
含
め
─

全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会（
国
診
協
）
会
長　

小　
野　　　
剛　
氏

講 

演



報告

全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会　
会
長　

小
野　
　

剛　
氏

島
根
県
健
康
福
祉
部　
医
療
統
括
監　
　
　
　
　

谷
口　

栄
作　
氏

島
根
県
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会
地
域
医
療
委
員
会

　

副
委
員
長　

山
田　

顕
士　
氏　

（
松
江
市
国
民
健
康
保
険
来
待
診
療
所
所
長
）

　
　

幹　

事　

角
田　

耕
紀　
氏　

（
飯
南
町
立
飯
南
病
院
院
長
）

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
医
療
現
場
へ
の
負
荷
が
増
す

中
、
今
後
一
層
取
り
組
む
べ
き
か
か
り
つ
け
医
の

確
保
や
、
拠
点
と
な
る
医
療
機
関
の
維
持
等
を

踏
ま
え
た
県
の
施
策
（
医
療
と
介
護
の
情
報

連
携
、
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
確
保
）

等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、高
齢
者
の
通
い
の
場
に
お
い
て

実
施
し
て
い
る
体
操
教
室
や
、
病
院
と
共
同
で

行
う
フ
レ
イ
ル
予
防
の
啓
発
な
ど
、介
護
予
防
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

本
県
で
も
総
合
診
療
専
門
医
の
育
成
を
目
指
し
、

島
根
大
学
総
合
診
療
医
セ
ン
タ
ー
で
国
保
直
診

の
医
師
が
研け

ん

鑽さ
ん

を
重
ね
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
医
学
生

等
へ
の
指
導
・
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

10
年
後
の
地
域
や
診
療
所
を
取
り
巻
く
状
況
を

予
想
し
た
う
え
で
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

拠
点
と
し
て
、連
合
体
の
各
診
療
所
が
取
り
組
む

べ
き
事
項
や
目
指
す
姿
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

豊
か
な
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

実
践
し
て
い
る
福
祉
相
談
窓
口
の
設
置
、自
治
会

へ
の
出
前
講
座
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
福
祉

教
育
等
、地
域
に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。

内部　　宏 氏佐藤　優子 氏 小田みゆき 氏武部幸一郎 氏 遠藤　健史 氏

発
言
者

１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
踏
ま
え
た
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
政
策

　
　
島
根
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
課　

課
長　

内
部　
　

宏　
氏

２ 「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
通
い
の
場
で
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み
」
～
つ
な
が
り
を
大
切
に
～

江
津
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

次
長　

小
田
み
ゆ
き　
氏

３  

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ　

距
離
を
乗
り
越
え
、
ま
た
会
お
う

町
立
奥
出
雲
病
院　

診
療
部
長
兼
総
合
診
療
科
部
長
兼
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー　
セ
ン
タ
ー
長　

遠
藤　

健
史　
氏

４  

未
来
予
想
図　
～
人
口
減
少
し
て
い
く
中
で
も
住
民
が
望
め
ば
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
、
診
療
所
を
縮
小
し
な
が
ら
役
割
を
果
た
し
て
い
く
方
策
～

浜
田
市
国
保
診
療
所
連
合
体　

波
佐
診
療
所　

所
長　

佐
藤　

優
子　
氏

５ 

福
祉
・
介
護
事
業
者
と
し
て
の
〝
こ
れ
か
ら
〟
に
向
け
た
取
組
み

社
会
福
祉
法
人
会
豊
心
会　

理
事
長　

武
部
幸
一
郎　
氏

助
言
者

　　司
会
者

司会者

助言者
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、地
域
連
携
の
課
題
や
あ
り
方
を
テ
ー
マ
に
、行
政
、医
療
、介
護
の
立
場
か
ら

５
題
を
発
表
。
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

　
─
こ
れ
か
ら
の
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
─



開　会

感謝状贈呈シンポジウム

講　演

小川東明氏（左）、大谷学会長（右）

山碕英樹氏（左）
（塚原飯南町長（右）が駆け付けられました）

（５名の発言者が登壇）

（参加者からも意見が出ました）
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速報

令和３年度島根県特定健診・特定保健指導実施状況
（速報値）

●
特
定
健
診
実
施
状
況

県
全
体
の
特
定
健
診
対
象
者
は
対
前
年
度

3
3
4
0
人
減
の
9
万
5
3
1
7
人
、
受
診

者
は
同
8
2
0
人
減
の
4
万
3
7
1
1
人
、

受
診
率
は
同
0・8
ポ
イ
ン
ト
増
の
45・9
％
で

あ
っ
た
。
（
表
１
）

保
険
者
別
に
み
る
と
、
受
診
率
が
最
も

高
か
っ
た
の
は
邑
南
町
の
57・
4
％
、
次
い
で

津
和
野
町
の
57・
1
％
、
吉
賀
町
の
56・0
％

で
あ
っ
た
。
国
の
示
す
目
標
値
（
市
町
村

国
保
60
％
以
上
、
国
保
組
合
70
％
以
上
）
に

達
し
た
保
険
者
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
対
前
年

度
比
で
は
、
津
和
野
町
が
6.
7
ポ
イ
ン
ト
、

西
ノ
島
町
が
6.
6
ポ
イ
ン
ト
、
邑
南
町
が

5.
7
ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る
な
ど
、
16
保
険
者

が
受
診
率
を
伸
ば
し
た
。
（
図
1
、
表
1
）

●
特
定
保
健
指
導
実
施
状
況

県
全
体
の
特
定
保
健
指
導
対
象
者
は
対

前
年
度
90
人
減
の
3
9
6
1
人
、
終
了
者
は

同
2
0
0
人
増
の
1
1
1
7
人
、
終
了
率
は

同
5.
6
ポ
イ
ン
ト
増
の
28.
2
％
で
あ
り
、

内
訳
は
、
積
極
的
支
援
21.
5
％
、
動
機
付
け

支
援
29.
8
％
で
あ
っ
た
。
（
表
１
）

保
険
者
別
に
み
る
と
、
終
了
率
が
最
も

高
か
っ
た
の
は
川
本
町
の
75.
0
％
、次
い
で

津
和
野
町
の
71.
2
％
で
、
い
ず
れ
も
国
の

県合計
45.9％

0

10

20

30

40

50

60

70
（％）

隠
岐
の
島
町

雲
南
市

西
ノ
島
町

安
来
市

医
師
国
保

出
雲
市

松
江
市

川
本
町

知
夫
村

奥
出
雲
町

浜
田
市

益
田
市

大
田
市

江
津
市

美
郷
町

海
士
町

飯
南
町

吉
賀
町

津
和
野
町

邑
南
町

53.1 51.8 51.1 50.0 50.0 

37.3 37.3 37.2 37.2 36.5 36.5 

57.4 57.4 57.157.1

49.5 49.5 49.4  49.4  
46.4 46.4 44.3 44.3 43.8 43.8 43.2 43.2 

45.9 45.5 44.9 

56.0 53.9 

00

10

20

30

40

50

60

70

80
（％）

知
夫
村

医
師
国
保

安
来
市

飯
南
町

江
津
市

奥
出
雲
町

浜
田
市

隠
岐
の
島
町

松
江
市

吉
賀
町

出
雲
市

邑
南
町

西
ノ
島
町

益
田
市

大
田
市

美
郷
町

雲
南
市

海
士
町

津
和
野
町

川
本
町

75.0 75.0 
71.2

53.1 51.2

43.2

30.432.2

39.039.0

29.129.1 28.928.9 28.228.2 27.627.6
21.8 19.419.4 18.018.019.819.8

10.3 10.2
4.5

0.0

県合計
28.2％

図１　令和3年度保険者別特定健診受診率

図３　特定健診受診率・特定保健指導終了率の推移

図２　令和3年度保険者別特定保健指導終了率

令
和
３
年
度
の
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
法
定
報
告

デ
ー
タ
を
本
会
で
取
り
ま
と
め
た
の
で
、

速
報
値
と
し
て
報
告
す
る
。

特定健診受診率（島根県）
特定保健指導終了率（島根県）

特定健診受診率（全国）
特定保健指導終了率（全国）

平成20年度 令和元年度

※島根県：法定報告（速報値）
　全　国：厚生労働省公表値をもとに本会で算出（令和3年度は現時点で未発表）

22年度21年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 2年度 3年度
0

10

20

30

40

50
（％）

41.0

34.8 34.6

18.4

20.9

42.6

36.0

15.8

21.3

43.3

36.9

20.5

21.8

42.9

37.3

24.3

22.722.7

44.0

37.9

23.9

23.4

45.4

38.7 38.9

27.927.9 28.228.2

26.2
24.5

26.5

46.7 45.945.1

26.826.8

22.622.6

31.031.0

36.0 36.1

31.731.7

18.018.0

16.5

37.437.4

32.432.4

16.2

18.118.1

37.837.8

33.233.2

19.4

18.2

39.1

34.3

17.0

18.7

13.013.0

9.39.3

特定健診受診率45.9％
―対前年度0.8ポイント増―
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示
す
目
標
値（
市
町
村
国
保
60
％
以
上
）

を
上
回
っ
た
。
対
前
年
度
比
で
は
、

大
田
市
が
12.
5
ポ
イ
ン
ト
、川
本
町
が

11.
4
ポ
イ
ン
ト
、
雲
南
市
が
11.
3

ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
上
昇
す
る
な
ど
、

13
保
険
者
が
終
了
率
を
伸
ば
し
た
。

（
図
2
、表
1
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
低
下
傾
向
に
あ
っ
た

島
根
県
国
保
（
合
計
）
の
受
診
率

だ
が
、
令
和
３
年
度
は
感
染
防
止

対
策
を
講
じ
た
う
え
で
の
健
診
実
施

等
、
保
険
者
の
努
力
と
被
保
険
者
の

受
診
行
動
の
回
復
に
よ
り
再
び
上
昇

に
転
じ
た
。（
図
３
）

一
方
で
、
国
の
示
す
目
標
値
（
市

町
村
国
保
60
％
以
上
、
国
保
組
合

70
％
以
上
）に
は
達
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
保
険
者
に
は
引
き
続
き
、
保
健

事
業
の
充
実
や
受
診
率
向
上
へ
の

対
策
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

本
会
に
お
い
て
も
、
特
定
健
診

等
の
円
滑
な
実
施
お
よ
び
実
施
率
の

さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
た
め
、
受
診

率
向
上
支
援
事
業
お
よ
び
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
の
推
進
に
寄
与
す
る
情
報

提
供
等
を
通
じ
、
各
保
険
者
の
取
り

組
み
を
よ
り
一
層
支
援
し
て
い
く
。

表１　保険者別特定健診受診率・特定保健指導終了率の状況� （単位：％）

保険者名
特定健診受診率

特定保健指導終了率
積極的支援 動機付け支援 計

令和
2年度

令和
3年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
2年度

令和
3年度前年比較 前年比較 前年比較 前年比較

松 江 市 44.6 44.9 0.3 15.4 20.1 4.7 23.2 29.6 6.4 21.1 27.6 6.5
浜 田 市 48.7 49.4 0.7 7.4 14.6 7.2 15.7 20.8 5.1 13.8 19.8 6.0
出 雲 市 44.6 44.3 ▲ 0.3 14.9 25.4 10.5 25.2 29.9 4.7 21.8 28.9 7.1
益 田 市 51.5 49.5 ▲ 2.0 22.1 23.5 1.4 31.7 34.2 2.5 29.0 32.2 3.2
大 田 市 48.6 50.0 1.4 23.3 20.0 ▲ 3.3 28.6 42.4 13.8 26.5 39.0 12.5
安 来 市 42.8 43.2 0.4 4.3 2.9 ▲ 1.4 6.7 11.5 4.8 5.9 10.2 4.3
江 津 市 49.5 51.1 1.6 28.0 20.0 ▲ 8.0 13.5 17.7 4.2 14.5 18.0 3.5
雲 南 市 34.4 37.2 2.8 9.7 39.4 29.7 50.4 54.3 3.9 39.9 51.2 11.3
奥 出 雲 町 43.6 46.4 2.8 7.4 9.1 1.7 22.2 22.5 0.3 15.6 19.4 3.8
飯 南 町 53.2 53.9 0.7 0.0 0.0 0.0 15.4 11.8 ▲ 3.6 11.3 10.3 ▲ 1.0
川 本 町 46.9 45.5 ▲ 1.4 55.6 100.0 44.4 66.7 72.2 5.5 63.6 75.0 11.4
美 郷 町 48.4 51.8 3.4 50.0 100.0 50.0 57.1 40.0 ▲ 17.1 52.0 43.2 ▲ 8.8
邑 南 町 51.7 57.4 5.7 35.3 14.3 ▲ 21.0 28.8 32.9 4.1 26.7 29.1 2.4
津 和 野 町 50.4 57.1 6.7 73.3 69.2 ▲ 4.1 77.1 71.7 ▲5.4 71.4 71.2 ▲ 0.2
吉 賀 町 54.0 56.0 2.0 14.3 6.7 ▲ 7.6 25.0 33.9 8.9 22.6 28.2 5.6
海 士 町 52.6 53.1 0.5 66.7 41.7 ▲ 25.0 63.2 60.0 ▲ 3.2 60.7 53.1 ▲ 7.6
西 ノ 島 町 30.7 37.3 6.6 60.0 33.3 ▲ 26.7 30.8 29.4 ▲ 1.4 38.9 30.4 ▲ 8.5
知 夫 村 42.7 45.9 3.2 66.7 0.0 ▲ 66.7 60.0 0.0 ▲ 60.0 62.5 0.0 ▲ 62.5
隠岐の島町 31.3 36.5 5.2 5.9 5.9 0.0 26.7 24.1 ▲2.6 23.0 21.8 ▲ 1.2
市 町 村 計 45.1 45.9 0.8 17.9 21.9 4.0 25.3 30.0 4.7 22.9 28.5 5.6
医師国保組合 45.2 43.8 ▲ 1.4 0.0 0.0 0.0 8.6 7.1 ▲1.5 4.2 4.5 0.3
県 合 計 45.1 45.9 0.8 17.6 21.5 3.9 25.1 29.8 4.7 22.6 28.2 5.6

※令和２年度受診率および令和２年度終了率（計）は国の公表値、それ以外は本会で集計した値� � � � �
� �
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速報

●
レ
セ
プ
ト
件
数
（
表
１
、
２
）

レ
セ
プ
ト
件
数
は
1
1
9
万
4
5
7
4
件

で
、
対
前
年
同
期
比
1
万
8
0
8
2
件
の

減
（
▲
1.
4
9
％
）
と
な
っ
た
。
レ
セ
プ
ト

件
数
の
減
少
は
、
被
保
険
者
数
の
減
少
が

原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

診
療
区
分
別
に
み
る
と
、
入
院
が

9
0
1
件
の
減（
▲
4.
1
6
％
）、入
院
外

が
1
万
2
0
4
1
件
の
減（
▲
1.
9
0
％
）、

歯
科
が
2
4
8
4
件
の
減（
▲
1.
9
3
％
）、

調
剤
が
2
6
5
6
件
の
減
（
▲
0.
6
2
％
）

と
、全
て
の
区
分
に
お
い
て
減
少
し
た
。

●
診
療
日
数
（
表
１
）

診
療
日
数
は
1
4
7
万
5
0
5
日
で
、

対
前
年
同
期
比
4
万
6
9
5
9
日
の

減
（
▲
3.
0
9
％
）
と
な
っ
た
。

診
療
区
分
別
で
は
、
入
院
が
1
万

2
8
5
9
日
の
減
（
▲
3.
4
7
％
）
、

入
院
外
が
2
万
4
5
2
3
日
の
減
（
▲

2.
6
3
％
）
、
歯
科
が
9
5
7
7
日
の
減

（
▲
4.
4
9
％
）
と
な
っ
た
。

●
費
用
額
（
図
２
、
表
１
、
２
）

費
用
額
は
約
2
9
9
億
6
2
5
3
万
円

と
、
対
前
年
同
期
比
で
約
7
億
1
2
3
2
万

円
の
減（
▲
2.
3
2
％
）と
な
っ
た
。後
述
の

と
お
り
、
１
人
当
た
り
費
用
額
は
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
費
用
額
の
減
少
に
は

被
保
険
者
数
の
減
少
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

診
療
区
分
別
で
は
、
入
院
が
約
3
億

6
0
3
0
万
円
の
減
（
▲
2.
6
6
％
）
、

入
院
外
が
約
2
億
4
3
9
0
万
円
の
減

（
▲
2.
4
7
％
）、歯
科
が
約
6
2
8
9

万
円
の
減
（
▲
3.
5
7
％
）
、
調
剤
は
約

4
5
2
4
万
円
の
減
（
▲
0.
8
3
％
）

と
、
レ
セ
プ
ト
件
数
と
同
様
、
全
て
の

区
分
で
減
少
し
た
。

上半期国保費用額は299億6253万円
―団塊の世代が後期高齢者へ移行、被保険者数の減少が顕著に―

令和4年度上半期 島根県国民健康保険医療費
（令和4年３月～８月診療分）

（国保連合会速報値）

●
平
均
被
保
険
者
数
（
図
１
、
表
２
）

令
和
４
年
度
上
半
期
の
平
均
被
保
険
者

数
は
12
万
3
5
8
8
人
で
、
対
前
年
同
期

比
4
8
7
0
人
の
減
（
▲
3.
7
9
％
）
と

な
っ
た
。
被
保
険
者
数
は
継
続
的
に
減
少

し
て
い
る
が
、
令
和
４
年
か
ら
団
塊
の
世
代

が
75
歳
に
到
達
し
、
後
期
高
齢
者
へ
移
行

し
始
め
て
い
る
た
め
、
減
少
傾
向
が
よ
り
強

ま
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
上
半
期
の
医
療
費
（
レ
セ
プ
ト
件
数
、
費
用
額
等
）
の
状
況
に
つ
い
て
、

本
会
で
の
審
査
支
払
額
が
確
定
し
た
の
で
速
報
値
と
し
て
公
表
す
る
。
集
計
対
象
は
、

令
和
４
年
３
月
か
ら
８
月
診
療
分
ま
で
。

令
和
４
年
度
上
半
期
の
費
用
額
は
約
2
9
9
億
6
2
5
3
万
円
と
、対
前
年
同
期
比
で

約
7
億
1
2
3
2
万
円
の
減
と
な
っ
た
。
令
和
４
年
か
ら
団
塊
の
世
代（
昭
和
22
～
24
年

生
ま
れ
）
が
後
期
高
齢
者
へ
移
行
し
始
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、国
保
被
保
険
者
数
の
減
少

傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、
費
用
額
の
減
少
に
も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
降
、
前
年
同
期
比
で
島
根
県
全
体
の
主
だ
っ
た
特
徴
な
ど
を
掲
載
す
る
。

（人）

0

123,000

122,000

124,000

125,000

126,000

127,000

128,000

129,000

130,000

131,000

132,000

令和2年3月
～

令和2年8月

令和2年9月
～

令和3年2月

令和3年3月
～

令和3年8月

令和3年9月
～

令和4年2月

令和4年3月
～

令和4年8月

令和 3年度上半期平均
128,458人

令和 4年度上半期平均
123,588人

国保被保険者数
直近12カ月平均値

図１　被保険者数の推移
　（一般＋退職）

費
用
額
:医
科（
入
院
、入
院
外
）、歯
科
、調
剤
に
係
る
、保
険
者
負
担
、患
者
負
担
、他
公
費
負
担
を
含
め
た
額
を
指
す
。

な
お
、入
院
に
は
食
事
療
養
費・生
活
療
養
費
を
含
む
。
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●�

１
人
当
た
り
費
用
額

（
図
３

－

7
、
表
１
、
３
）

１
人
当
た
り
費
用
額
は
24
万
2
4
4
1

円
で
、
対
前
年
度
比
3
6
4
4
円
の
増

（
1.
5
3
％
）
と
な
っ
た
。
１
人
当
た
り

費
用
額
の
増
加
は
、
１
件
当
た
り
費
用
額

が
減
少
し
た
一
方
で
、
受
診
率
が
上
昇
し
た

こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

診
療
区
分
別
で
は
入
院
が
1
2
4
2
円

の
増
（
1.
1
8
％
）
、
入
院
外
が
1
0
5
6

円
の
増
（
1.
3
7
％
）
、
歯
科
が
32
円
の

増
（
0.
2
3
％
）
、
調
剤
は
1
3
1
4
円
の

増
（
3.
0
8
％
）
と
な
っ
た
。　

上半期 下半期

608.9

306.0 306.1

302.9

607.5 592.8 608.7

294.1

301.4 302.0

306.7 299.6

298.8

（億円）

0

100

200

300

400

500

600

700

令和元年度 2年度 3年度 4年度平成30年度

図２　費用額の推移（一般＋退職）

表１　上半期国保医療費等の状況（一般＋退職）

入　院 入院外 医科（入院＋入院外）

令和3年度 令和4年度 伸び率（％） 令和3年度 令和4年度 伸び率（％） 令和3年度 令和4年度 伸び率（％）

レセプト件数（件） 21,671 20,770 ▲ 4.16 632,227 620,186 ▲ 1.90 653,898 640,956 ▲ 1.98

診療日数（日） 370,351 357,492 ▲ 3.47 933,969 909,446 ▲ 2.63 1,304,320 1,266,938 ▲ 2.87

費用額（千円） 13,555,054 13,194,755 ▲ 2.66 9,877,892 9,633,994 ▲ 2.47 23,432,946 22,828,750 ▲ 2.58

１人当たり費用額（円） 105,523 106,765 1.18 76,897 77,953 1.37 182,420 184,718 1.26

受診率（％） 16.87 16.81 ▲ 0.36 492.18 501.82 1.96 509.05 518.63 1.88

１件当たり日数（日） 17.09 17.21 0.70 1.48 1.47 ▲ 0.68 1.99 1.98 ▲ 0.50

１日当たり費用額（円） 36,601 36,909 0.84 10,576 10,593 0.16 17,966 18,019 0.30

１件当たり費用額（円） 625,493 635,280 1.56 15,624 15,534 ▲ 0.58 35,836 35,617 ▲ 0.61

歯　科 調　剤 合　計

令和3年度 令和4年度 伸び率（％） 令和3年度 令和4年度 伸び率（％） 令和3年度 令和4年度 伸び率（％）

レセプト件数（件） 128,985 126,501 ▲ 1.93 429,773 427,117 ▲ 0.62 1,212,656 1,194,574 ▲ 1.49

診療日数（日） 213,144 203,567 ▲ 4.49 1,517,464 1,470,505 ▲ 3.09

費用額（千円） 1,763,311 1,700,423 ▲ 3.57 5,478,593 5,433,355 ▲ 0.83 30,674,850 29,962,527 ▲ 2.32

１人当たり費用額（円） 13,727 13,759 0.23 42,650 43,964 3.08 238,797 242,441 1.53

受診率（％） 100.41 102.36 1.94 609.46 620.99 1.89

１件当たり日数（日） 1.65 1.61 ▲ 2.42 1.94 1.92 ▲ 1.03

１日当たり費用額（円） 8,273 8,353 0.97 20,215 20,376 0.80

１件当たり費用額（円） 13,671 13,442 ▲ 1.68 12,748 12,721 ▲ 0.21 25,296 25,082 ▲ 0.85

（円）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

43,964

13,759

77,953

106,765

令和 3年度 令和 4年度

242,441242,441

42,650

13,727

76,897

105,523

238,797238,797

歯科入院外 調剤入院

図３　上半期１人当たり費用額（一般＋退職）
●
受
診
率
（
図
7
、
表
１
、
３
）

受
診
率
（
１
人
当
た
り
レ
セ
プ
ト

件
数
を
百
分
率
で
表
し
た
も
の
）
は

6
2
0.
9
9
％
で
、
対
前
年
度
比
で

11.
5
3
ポ
イ
ン
ト
の
増
（
1.
8
9
％
）

と
な
っ
た
。

診
療
区
分
別
で
は
、
入
院
が
0.
0
6

ポ
イ
ン
ト
の
減
（
▲
0.
3
6
％
）
、

入
院
外
が
9.
6
4
ポ
イ
ン
ト
の
増

（
1.
9
6
％
）
、
歯
科
が
1.
9
5
ポ
イ
ン

ト
の
増（
1.
9
4
％
）と
、入
院
外
の
伸
び

が
全
体
の
伸
び
に
寄
与
し
て
い
る
。
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速報

表２　上半期保険者別平均被保険者数・医療費の状況（一般＋退職）
（レセプト件数および費用額は医科・歯科・調剤の計）

保険者名
平均被保険者数（人） レセプト件数（件） 費用額（千円※）

令和３年度 令和 4 年度 伸び率（％） 令和３年度 令和 4 年度 伸び率（％） 令和３年度 令和 4 年度 伸び率（％）

松 江 市 34,433 33,428 ▲ 2.92 328,316 326,441 ▲ 0.57 7,881,927 7,746,038 ▲ 1.72

浜 田 市 9,934 9,402 ▲ 5.36 101,456 98,433 ▲ 2.98 2,560,971 2,418,706 ▲ 5.56

出 雲 市 30,951 29,929 ▲ 3.30 296,301 293,491 ▲ 0.95 7,193,451 7,175,828 ▲ 0.24

益 田 市 9,449 9,058 ▲ 4.14 96,260 94,288 ▲ 2.05 2,169,595 2,033,843 ▲ 6.26

大 田 市 7,092 6,816 ▲ 3.89 67,408 67,644 0.35 1,731,666 1,740,200 0.49

安 来 市 7,478 7,038 ▲ 5.88 65,471 63,701 ▲ 2.70 1,913,861 1,776,015 ▲ 7.20

江 津 市 4,515 4,434 ▲ 1.79 44,197 43,213 ▲ 2.23 1,378,890 1,325,527 ▲ 3.87

雲 南 市 7,231 6,886 ▲ 4.77 69,862 66,402 ▲ 4.95 1,830,669 1,741,419 ▲ 4.88

奥 出 雲 町 2,570 2,419 ▲ 5.88 24,455 23,938 ▲ 2.11 626,300 627,302 0.16

飯 南 町 976 930 ▲ 4.71 8,901 8,578 ▲ 3.63 258,989 242,384 ▲ 6.41

川 本 町 660 634 ▲ 3.94 5,573 5,725 2.73 186,578 209,766 12.43

美 郷 町 965 906 ▲ 6.11 9,072 8,722 ▲ 3.86 253,055 278,092 9.89

邑 南 町 2,439 2,314 ▲ 5.13 20,353 19,906 ▲ 2.20 546,550 492,761 ▲ 9.84

津 和 野 町 1,690 1,595 ▲ 5.62 18,024 17,588 ▲ 2.42 484,810 408,082 ▲ 15.83

吉 賀 町 1,318 1,240 ▲ 5.92 13,192 12,836 ▲ 2.70 328,525 319,721 ▲ 2.68

海 士 町 558 544 ▲ 2.51 2,966 2,885 ▲ 2.73 109,157 132,956 21.80

西 ノ 島 町 760 729 ▲ 4.08 5,438 5,125 ▲ 5.76 191,211 179,507 ▲ 6.12

知 夫 村 205 200 ▲ 2.44 1,088 1,104 1.47 45,079 56,908 26.24

隠 岐 の 島 町 3,331 3,210 ▲ 3.63 23,340 23,108 ▲ 0.99 798,400 855,237 7.12

市 町 村 計 126,555 121,712 ▲ 3.83 1,201,673 1,183,128 ▲ 1.54 30,489,682 29,760,292 ▲ 2.39

医 師 国 保 1,903 1,876 ▲ 1.42 10,983 11,446 4.22 185,168 202,235 9.22

県 合 計 128,458 123,588 ▲ 3.79 1,212,656 1,194,574 ▲ 1.49 30,674,850 29,962,527 ▲ 2.32

※千円未満四捨五入

●
１
件
当
た
り
日
数
（
表
１
）

１
件
当
た
り
日
数
は
1.
9
2
日
で
、

対
前
年
度
比
0.
0
2
日
の
減
（
▲

1.
0
3
％
）
で
あ
っ
た
。

診
療
区
分
別
で
は
、
入
院
が
0.
1
2

日
の
増
（
0.
7
0
％
）
、
入
院
外
が

0.
0
1
日
の
減（
▲
0.
6
8
％
）、歯
科

が
0.
0
4
日
の
減
（
▲
2.
4
2
％
）
と

な
っ
た
。

●
１
日
当
た
り
費
用
額
（
表
１
）

１
日
当
た
り
費
用
額
は
2
万
3
7
6

円
で
、
対
前
年
度
比
1
6
1
円
の
増

（
0.
8
0
％
）
と
な
っ
た
。

診
療
区
分
別
に
み
る
と
、
入
院
が

3
0
8
円
の
増（
0.
8
4
％
）、入
院
外
が

17
円
の
増
（
0.
1
6
％
）、歯
科
が
80
円

の
増（
0.
9
7
％
）と
な
っ
た
。

●�

１
件
当
た
り
費
用
額

（
図
7
、
表
１
、
３
）

１
件
当
た
り
費
用
額
は
2
万
5
0
8
2

円
で
、
対
前
年
度
比
2
1
4
円
の
減
（
▲

0.
8
5
％
）
と
な
っ
た
。

診
療
区
分
別
に
み
る
と
、
入
院
が

9
7
8
7
円
の
増
（
1.
5
6
％
）
、
入
院

外
が
90
円
の
減
（
▲
0.
5
8
％
）
、
歯
科

が
2
2
9
円
の
減（
▲
1.
6
8
％
）、調
剤

が
27
円
の
減（
▲
0.
2
1
％
）と
な
っ
た
。
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表３　上半期保険者別医療費諸率の状況（一般＋退職）
（医科・歯科・調剤の計）

保険者名
１人当たり費用額（円） 受診率※（％） １件当たり費用額（円）

令和３年度 令和４年度 伸び率（％） 令和３年度 令和４年度 伸び率（％） 令和３年度 令和４年度 伸び率（％）

松 江 市 228,908 231,721 1.23 628.05 637.80 1.55 24,007 23,729 ▲ 1.16

浜 田 市 257,808 257,268 ▲ 0.21 654.73 670.12 2.35 25,242 24,572 ▲ 2.65

出 雲 市 232,414 239,761 3.16 604.64 618.18 2.24 24,278 24,450 0.71

益 田 市 229,619 224,544 ▲ 2.21 613.57 628.01 2.35 22,539 21,571 ▲ 4.29

大 田 市 244,159 255,324 4.57 617.87 640.42 3.65 25,689 25,726 0.14

安 来 市 255,921 252,335 ▲ 1.40 595.02 606.06 1.86 29,232 27,880 ▲ 4.63

江 津 市 305,436 299,014 ▲ 2.10 623.06 622.15 ▲ 0.15 31,199 30,674 ▲ 1.68

雲 南 市 253,163 252,880 ▲ 0.11 644.24 641.19 ▲ 0.47 26,204 26,225 0.08

奥 出 雲 町 243,695 259,359 6.43 581.25 605.42 4.16 25,610 26,205 2.32

飯 南 町 265,312 260,721 ▲ 1.73 593.96 594.08 0.02 29,097 28,256 ▲ 2.89

川 本 町 282,694 330,774 17.01 535.91 565.00 5.43 33,479 36,640 9.44

美 郷 町 262,278 307,001 17.05 671.92 681.25 1.39 27,894 31,884 14.30

邑 南 町 224,103 212,917 ▲ 4.99 571.43 588.04 2.91 26,854 24,754 ▲ 7.82

津 和 野 町 286,954 255,825 ▲ 10.85 626.81 646.70 3.17 26,898 23,202 ▲ 13.74

吉 賀 町 249,323 257,839 3.42 584.52 606.21 3.71 24,903 24,908 0.02

海 士 町 195,621 244,405 24.94 480.64 473.72 ▲ 1.44 36,803 46,085 25.22

西 ノ 島 町 251,703 246,126 ▲ 2.22 474.30 454.52 ▲ 4.17 35,162 35,026 ▲ 0.39

知 夫 村 220,255 285,254 29.51 451.46 459.15 1.70 41,433 51,547 24.41

隠 岐 の 島 町 239,699 266,429 11.15 470.78 478.79 1.70 34,207 37,010 8.19

市 町 村 計 240,925 244,517 1.49 612.64 624.17 1.88 25,373 25,154 ▲ 0.86

医 師 国 保 97,295 107,801 10.80 397.70 414.23 4.16 16,860 17,669 4.80

県 合 計 238,797 242,441 1.53 609.46 620.99 1.89 25,296 25,082 ▲ 0.85

※受診率の算出には調剤レセプト件数を含めていない
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社会保険出版社 検索

TEL 06（6245）0806
大阪市中央区博労町4-7-5　〒541-0059

本社 TEL. 03（3291）9841 ／九州支局 TEL. 092（413）7407

お問い合わせ
大阪支局

　特定保健指導の実施率向上に向けて、費用を抑え、効率的に実施する方策を検討されている
ご担当者向け無料オンラインセミナーのご案内です。このセミナーでは、令和 6年 4月からの
「第 4期特定健診・特定保健指導等」に向けて始まった検討についても、その最新情報をお伝え
します！

１. 「モデル実施」の現状と第4期に向けたワーキンググループの動きについて
２. 特定保健指導モデル実施「マイナス２・２チャレンジ」の有用性とコスト抑制効果のご紹介
3. コールセンター等を活用した「電話勧奨」による特定保健指導の利用促進について
4. 質疑応答

厚生労働省 高齢者医療運営円滑化等補助金事業における「レセプト・健診情報等を活用した
データヘルスの推進事業」採択案件

※～マイナス2・2チャレンジ～は、上記補助金事業において、平成29年度から3年連続で採用された（株）インサイツ開発の
　健康インセンティブプログラムです。

内　　容

令和5年1月26日（木）〈申込締切 1月20日（金）〉
令和5年3月28日（火）〈申込締切 3月23日（木）〉

ZOOMミーティング
１５：００～１６：３０

主　　催　株式会社 社会保険出版社／株式会社 インサイツ

　『モデル実施』の効果的な進め方オンラインセミナー
「アウトカム評価」「ICTの活用」の推進に準拠した

お申込み
上記QRからWebにアクセスの上、お
申し込みください。追って弊社からご連
絡いたします。

https://wellme4.jp/
model_seminar/202301/

開催日時

参加方法
時　　間

各３０名（申込先着順）定　　員

『モデル実施』～マイナス2・2チャレンジ～

参加無料

オンラインセミナーのご案内

しまねの国保　2023年1月号
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歯科入院外 調剤入院

県合計 : 242,441円

市町村別１人当たり費用額
最大値　330,774円（川本町）
最小値　212,917円（邑南町）
最大・最小格差　1.6倍

図４　１人当たり費用額（一般＋退職）
（令和４年３月～８月診療分）

（円）
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図�５　１人当たり費用額の診療区分別内訳【県合計との差】（一般＋退職）
（令和４年３月～８月診療分）
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275,000円以上

255,000円以上275,000円未満

235,000円以上255,000円未満

215,000円以上235,000円未満

215,000円未満

275,000円以上

255,000円以上275,000円未満

235,000円以上255,000円未満

215,000円以上235,000円未満

215,000円未満

④知夫村
285,254円
④知夫村
285,254円

⑭西ノ島町
246,126円
⑭西ノ島町
246,126円

⑤隠岐の島町
266,429円
⑤隠岐の島町
266,429円

⑮海士町
244,405円
⑮海士町
244,405円

⑧吉賀町
257,839円
⑧吉賀町
257,839円

⑩津和野町
255,825円
⑩津和野町
255,825円

⑲邑南町
212,917円
⑲邑南町
212,917円

②美郷町
307,001円
②美郷町
307,001円

①川本町
330,774円
①川本町
330,774円

医師国保
107,801円
医師国保
107,801円

市町村計
244,517円
市町村計
244,517円

⑥飯南町
260,721円
⑥飯南町
260,721円

⑦奥出雲町
259,359円
⑦奥出雲町
259,359円

⑫雲南市
252,880円
⑫雲南市
252,880円

③江津市
299,014円
③江津市
299,014円

⑬安来市
252,335円
⑬安来市
252,335円

⑪大田市
255,324円
⑪大田市
255,324円

⑰松江市
231,721円
⑰松江市
231,721円

⑨浜田市
257,268円
⑨浜田市
257,268円

⑯出雲市
239,761円
⑯出雲市
239,761円

⑱益田市
224,544円
⑱益田市
224,544円

凡例

(○内の数字は1人当たり費用額の高い順位）(○内の数字は1人当たり費用額の高い順位）

図６　保険者別１人当たり費用額（一般＋退職）
（令和４年３月～８月診療分）

図７　１件当たり費用額と受診率の相関図（一般＋退職）
（令和４年３月～８月診療分）

（医科＋歯科＋調剤）
※受診率および１件当たり費用額の算出には調剤件数を含めていない
※曲線は１人当たり費用額を表す
※市町村ごとの配色は、図６の凡例に対応している
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出雲市 安来市

雲南市

医師国保
受診率：414.23％ 
１件当たり費用額：　26,024円   
１人当たり費用額：107,801円

県合計
受診率：620.99％
１件当たり費用額：  39,041円
１人当たり費用額：242,441円

県合計県合計

315，000円
295，000円

275，000円
255，000円

235，000円
215，000円
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36，000 38，000 40，000 42，000 44，000 46，000 48，000 50，000 52，000 54，000 56，000 58，000 60，000 62，000 64，000

242，441円
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打
て
る
よ
う
自
分
に
合
っ
た
理
想
の
フ
ォ
ー
ム
・
ス
イ

ン
グ
を
考
え
る
の
が
面
白
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
野
球
観
戦
を
す
る
こ
と
も
趣
味
の
一
つ

で
す
。
シ
ー
ズ
ン
中
は
、
我
が
家
で
は
必
ず
プ
ロ
野
球

中
継
を
観
な
が
ら
夜
ご
飯
を
食
べ
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン

は
私
と
同
学
年
の
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
・
村
上
宗
隆

選
手
が
日
本
選
手
年
間
最
多
56
本
塁
打
、
史
上
最
年
少
の

22
歳
で
三
冠
王
達
成
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

同
学
年
の
村
上
選
手
の
活
躍
を
み
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
野
球
の
話
を
す
る
と
長
々
と
語
り

出
し
て
終
わ
り
が
み
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で

こ
の
へ
ん
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
新
年
の
決
意
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
多
く
の
こ
と
を
学
び
・
経
験
し
て
充
実
し
た
1
年
に
す
る
」

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
質
問
を
す
る
。

ま
た
、
住
民
の
方
に
窓
口
で
説
明
す
る
と
き
に
は
ど
う

し
た
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
か
考
え
工
夫
を
す
る

な
ど
し
て
、
少
し

で
も
私
の
理
想
と

す
る
職
員
像
に

近
づ
け
る
よ
う
に

日
々
の
業
務
に

全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

川
本
町
は
、
「
音
楽
の
町
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
島
根
県
立
川
本
高
等
学
校
（
現
島
根
中
央

高
等
学
校
）
吹
奏
楽
部
が
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
た
び
た
び

優
勝
を
飾
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
60
年
の
合
併
30
周
年

式
典
で
「
音
楽
の
町
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
以
来
、
千
人

収
容
の
県
内
有
数
の
音
楽
ホ
ー
ル
を
持
つ
「
悠
邑
ふ
る
さ
と

会
館
」や「
か
わ
も
と
お
と
ぎ
館
」
な
ど
、音
楽
を
モ
チ
ー
フ

と
し
た
施
設
が
町
に
多
数
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
川
本
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
令
和
4
年
の

4
月
に
川
本
町
役
場
の
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
健
康

福
祉
課
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
担
当
業
務
は
、
福
祉
医
療
、

乳
幼
児
医
療
・
子
ど
も
医
療
、
未
熟
児
医
療
、
児
童
手
当
、

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
等
で
す
。
ど
の
業
務
も
初
め
て
の

こ
と
ば
か
り
で
大
変
で
す
が
、
先
輩
方
が
丁
寧
に
教
え
て

下
さ
る
の
で
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の

方
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
際
に
仕
事
の
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
知
識
・
経
験
不
足
な

私
で
す
が
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
・
吸
収
し
て
住
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
に
日
々

努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
の
趣
味
の
話
を

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
私
の
趣
味
は
野
球
で
す
。
私
は

小
学
1
年
生
の
頃
か
ら
野
球
を
は
じ
め
大
学
ま
で
野
球
を

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
川
本
町
に
あ
る
野
球
チ
ー
ム
に

入
り
休
日
に
は
野
球
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
特
に
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
が
好
き
で
、
ヒ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
た
く
さ
ん

ボールの軌道を見極めて…かっ飛ばす!!

川本町　健康福祉課�
主事

堂
ど う

面
め ん

　　諒
りょう

今年一年が
　良い年になりますように

充実した１年にします

国保
ストリート
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黄
金
色
に
輝
く
柿
一
色
の
景
観
を
目
に
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。
東
出
雲
町
畑
集
落
は
全
国
で
も

有
数
の
干
し
柿
産
地
で
あ
り
、
晩
秋
に
は
実
を
つ
け
た

約
５
０
０
０
本
の
柿
の
木
と
ガ
ラ
ス
張
り
の
小
屋
に
つ
る

さ
れ
た
柿
が
一
面
に
広
が
り
ま
す
。
東
出
雲
地
区
（
旧

東
出
雲
町
）
は
人
口
約
１
万
５
０
０
０
人
。
多
く
の
住
宅
が

立
ち
並
び
ま
す
が
、
歴
史
や
文
化
を
感
じ
さ
せ
る
観
光

名
所
や
色
彩
豊
か
な
自
然
も
有
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

顔
を
持
つ
素
敵
な
町
で
す
。

　

私
は
松
江
市
に
入
庁
し
４
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度

か
ら
東
出
雲
支
所
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
東
出
雲
支
所

に
は
旧
東
出
雲
町
時
代
の
先
輩
保
健
師
の
積
み
重
ね
が
今
も

数
多
く
残
っ
て
お
り
、
慌
た
だ
し
く
も
刺
激
を
受
け
な
が
ら

楽
し
く
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
毎
日
で
す
。

　

支
所
に
い
る
と
、
毎
日
の
よ
う
に
誰
か
が
保
健
師
を

訪
ね
て
来
ら
れ
ま
す
。「
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
を
測
り
た
い
」

「
体
や
心
の
相
談
を
し
た
い
」
「
家
族
の
こ
と
で
話
を

聞
い
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
住
民
さ
ん
は
「
困
っ
た
ら
保
健
師

に
相
談
し
よ
う
」
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
お
り
、
保
健
師
が

非
常
に
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
先
輩

方
が
築
い
て
き
た
地
域
と
の
信
頼
関
係
の
賜
物
だ
な
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
子
育
て
相
談
が
し
た
い
と
私
を
訪
ね
て
く
れ
た

お
母
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
で
お
会
い
し
た
方

で
し
た
が
、
訪
問
の
時
に
比
べ
表
情
は
曇
り
が
ち
で
し
た
。

話
を
聞
く
と
、
乳
児
の
成
長
と
共
に
分
か
ら
な
い
こ
と
が

増
え
不
安
が
強
い
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外
に
出
ら
れ
ず

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
こ
と
等
が
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

保
健
師
を
頼
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
一
方
で
、

お
母
さ
ん
の
中
に
は
周
囲
を
頼
れ
ず
地
域
で
孤
立
し
て
い
る

人
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
、
保
健
師
は
困
っ
た
時
や
悩
ん

だ
時
、
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
住
民
さ
ん
に

と
っ
て
身
近
で
相
談
し
や
す
い
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
と
改
め
て
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。
訪
問
や
健
康
相
談

な
ど
、
直
接
会
え
る
機
会
や
日
々
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
に
寄
り
添
う
こ
と
で
住
民
さ
ん
に
と
っ
て

地
域
に
溶
け
込
む
身
近
で
頼
れ
る
保
健
師
を
目
標
に
こ
れ

か
ら
も
地
域
に
出
か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
保
健
師
の
数
は
ま
だ
少
な
く
、
関
係
機
関
や

地
域
に
て
「
珍
し
い
ね
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
は
は
じ
め
「
男
性
保
健
師
と
し
て
で
き
る
こ
と
」
に

固
執
し
、
自
ら
活
動
の
幅
を
狭
め
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
時
先
輩
の
男
性
保
健
師
に
言
わ
れ
た
「
性
別

関
係
な
く
一
人
の
『
専
門
職
と
し
て
』
地
域
と
向
き
合
う

こ
と
」
と
い
う
言
葉
が
き
っ
か
け
で
考
え
方
を
見
つ
め
直
す

こ
と
が
で
き
、
今
も

大
切
に
し
て
い
る

言
葉
で
す
。
ま
ず
は

日
々
の
地
域
活
動
や

気
づ
き
を
通
し
て

保
健
師
と
し
て
成
長

し
た
う
え
で
、
男
性

保
健
師
を
生
か
し
た

活
動
を
探
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

令和元年度「命の授業」にて
マスク不要な時代が待ち遠しいです

松江市　東出雲支所�
市民生活課　保健師

安
あ ん

藤
ど う

　　洸
こ う

地域に溶け込む
身近な保健師に

健康啓発を兼ねたイベントにて

19 しまねの国保　2023. 1



座
り
過
ぎ
対
策
の
振
り
返
り

　
前
回
は
事
務
系
労
働
者
（
デ
ス
ク
ワ
ー
カ
ー
）
の

座
り
過
ぎ
の
問
題
を
中
心
に
、そ
れ
に
よ
る
健
康
へ
の

影
響
や
誰
で
も
簡
単
に
実
施
で
き
る
対
策
を
紹
介

し
ま
し
た
。こ
の
冬
、寒
波
や
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
、仕
事

や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
関
わ
ら
ず
座
位
時
間
が
増
え
た
、

と
い
う
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
繰
り
返
し
に
な
り

ま
す
が
、
座
っ
て
い
る
時
間
の
長
さ
は
、
心
臓
や
脳
、

筋
肉
や
関
節
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
長
さ
と
同
じ
で
、

生
活
習
慣
病
や
筋
骨
格
系
疾
患
の
発
症
リ
ス
ク
と

な
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
寒
さ
に
よ
る
刺
激
は
過
度
な

血
管
の
収
縮
を
来
し
や
す
く
、
た
だ
で
さ
え
心
血
管

疾
患
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
り
や
す
い
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
冬
は
よ
り
一
層
、
仕
事
中
の
座
り
過
ぎ
を
防
ぐ

こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

ぜ
ひ
と
も
事
務
系
職
場
や
家
庭
で
の
「
30
分
に
一
度
は

（
座
位
を
中
断
し
）
、
立
つ
」
の
実
践
を
、
ご
一
緒
に

徹
底
し
ま
し
ょ
う
（
自
戒
を
込
め
て
）
。

1.　厚生労働省．腰痛予防対策．
　　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/anzen/anzeneisei02_00005.html
2.　厚生労働省中央労働災害防止協会．医療保健業の労働災害防止（看護従事者の腰痛予防対策）．2014年　
　　https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11200000-Roudoukijunkyoku/0000092615.pdf
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みなさんこんにちは。雲南市の北湯口です。
コロナ再拡大や寒波襲来で、何かと心配な年末

年始だった方も多いのではないでしょうか。コロナ禍 
をはじめ、ウクライナ侵攻や景気の低迷など、
不安な社会情勢下ではありますが、元気よく飛び
跳ねる兎

うさぎ

のごとく、閉塞感や暗い気持ちを跳ね
飛ばし、活気を取り戻す、今年はそんな一年で
あってほしいものです。

まだまだ積雪が心配な時期が続きます。嫌と
いうほど除雪作業をされた方もいると思いますが、 
スコップでのややきつめの雪かき作業の運動
強度はエアロビックダンス（有酸素運動を主体と
するダンス運動）を上回るので、実は立派な健康 
体力づくりの全身運動になっています。とはいえ、 
寒さの中での急な運動となると、心臓や血管、足腰に
急激な負担がかかり、健康効果より危険が上回って
しまいます。決して無理をせず、休み休み作業をし、
雪かき後の体のケア（軽めのストレッチング）も
ぜひ忘れずに行うようにしてください。

さて、今回は、体の動かし過ぎや使い過ぎによる
健康影響について紹介します。

それではよろしくお願いいたします！

北
きた

湯
ゆ

口
ぐち

　純
じゅん

身体教育医学研究所うんなん
主任研究員

あ
な
た
も
き
っ
と
で
き
る
！

働
き
盛
り
世
代
の
身
体
活
動 

編

身
体
活
動

身
体
活
動
のの

コ
ツ
コ
ツ

身
体
活
動
の

コ
ツ
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体
の
使
い
過
ぎ
、
過
っ
た
使
い
方

「
過
活
動
」
に
も
注
意

前
述
の
よ
う
に
、
身
体
活
動
と
健
康
の
話
題
と

な
る
と
運
動
不
足
や
生
活
不
活
発
と
い
っ
た「
不
活
動
」

の
側
面
が
取
り
上
げ
ら
れ
が
ち
で
す
。
た
だ
、
体
の

動
か
し
過
ぎ
や
使
い
過
ぎ
と
い
っ
た「
過
活
動（
活
動
が

多
過
ぎ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
過
っ
た
体
の
使
い
方

も
含
む
）
」
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
も
決
し
て
見
逃
せ

ま
せ
ん
。

そ
の
一
例
と
な
る
職
業
性
疾
病
（
仕
事
の
影
響
と

考
え
ら
れ
る
病
気
）
と
し
て
、
「
腰
痛
」
が
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
休
業
4
日
以
上
の

職
業
性
疾
病
の
6
割
を
「
腰
痛
」
が
占
め
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
¹
。
腰
痛
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因（
個
人
・
動
作
・

環
境
・
心
理
社
会
的
要
因
）２
が
複
合
的
に
関
与
し
て

発
生
し
た
り
悪
化
し
た
り
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
腰
部
に
直
接
負
担
が
か
か
る
動
作

要
因
が
腰
痛
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、具
体
的
に
は
、

①
重
量
物
取
り
扱
い
作
業
、
②
立
ち
作
業
（
長
時
間

立
っ
た
ま
ま
、
作
業
台
が
体
格
に
合
わ
な
い
な
ど
）
、

③
座
り
作
業（
不
自
然
な
姿
勢
で
の
作
業
、
硬
い
座
面
に

長
時
間
座
る
な
ど
）、④
福
祉
・
医
療
分
野
等
に
お
け
る

介
護
・
看
護
作
業
（
ベ
ッ
ド
　
車
い
す
の
移
乗
介
助

な
ど
）、⑤
車
両
運
転
等
の
作
業（
建
設
機
械
の
操
作
・

運
転
に
よ
る
激
し
い
振
動
、ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
長
時
間
運
転
）
の
5
つ
が
、
腰
痛
が
発
生
し

や
す
い
動
作
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
³
。

腰
痛
が
多
い
職
種
と
そ
の
対
策

　
業
種
の
中
で
も
、
特
に
介
護
・
看
護
に
関
わ
る

「
医
療
保
健
業
」
や
「
社
会
福
祉
施
設
」
は
腰
痛
を

訴
え
る
人
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、立
ち
作
業
や

商
品
陳
列
を
繰
り
返
す「
小
売
業
」、長
時
間
運
転
や

荷
受
・
荷
積
作
業
の
多
い「
道
路
貨
物
運
送
業
」
も
、

腰
痛
発
生
の
多
い
職
場
と
さ
れ
て
い
ま
す
２
。い
ず
れ
の

職
種
も
、
業
務
特
有
の
作
業
や
姿
勢
の
反
復
が
腰
部

へ
の
過
度
な
負
担
と
な
り
、
腰
痛
が
起
こ
り
や
す
く

な
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
対
策
上
は
当
然
そ
の
負
担
を

減
ら
す
こ
と
が
優
先
さ
れ
ま
す
が
、
業
務
と
し
て
避
け

ら
れ
な
い
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
に
量
を
減
ら
す

だ
け
で
な
く
、
管
理
体
制
の
見
直
し
や
予
防
教
育
と

そ
の
実
践
を
徹
底
す
る
な
ど
、
よ
り
具
体
的
で
実
効
性

の
あ
る
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
職
場
（
腰
痛
が
起
き

に
く
い
労
働
環
境
づ
く
り
、予
防
教
育・指
導
の
実
践
）

と
職
員（
日
々
の
健
康
管
理
）が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
に
尽
き
ま
す
が
、
そ
の
予
防
対
策
と
し
て
最
も

手
軽
に
実
践
で
き
る
有
効
な
対
策
の
一
つ
に
「
腰
痛

予
防
体
操
」
が
あ
り
ま
す
¹–³
。

　
体
操
を
含
む
運
動
の
実
践
は
、慢
性
腰
痛
に
有
用
な

方
法
と
し
て
腰
痛
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
４
で
も
推
奨
さ
れ
て

い
る
方
法
で
す
。
そ
の
種
類
と
し
て
は
「
ス
ト
レ
ッ

チ
ン
グ
」や「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。そ
れ
ら
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た
医
師

監
修
に
よ
る
健
康
体
操
が
厚
生
労
働
省
サ
イ
ト
で
動
画

に
て
紹
介
（
下
図
参
照
）さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
実
際
に

腰
痛
が
気
に
な
っ
て
い
る
職
員
や
職
場
全
体
で
取
り

組
ん
で
み
た
い
と
い
う
管
理
者
の
方
々
は
、ぜ
ひ
ご
覧
に

な
っ
て
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
頃
の
「
姿
勢
」
に
も
気
を
付
け
て

　
運
動
以
外
に
も
、普
段
か
ら
気
を
付
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
姿
勢
」
で
す
。
多
く
の
腰
痛
に

は
不
良
姿
勢
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仕
事
だ
け

で
な
く
日
常
生
活
か
ら〝
猫
背・前
か
が
み
〟と
い
っ
た

腰
部
に
負
担
の
か
か
り
や
す
い
姿
勢
や
動
作
に
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
猫
背
の
常
習
化
は
、
背
中
の
筋
肉

が
常
に
緊
張
し
て
血
流
不
足
に
も
な
る
た
め
、
痛
み
の

発
生
や
悪
化
に
も
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
何
よ
り
、
痛
み
は
体
の
不
調
の
サ
イ
ン
で
す
か
ら
、

無
理
を
せ
ず
、
ま
ず
は
専
門
の
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
　

3.　厚生労働省．職場における腰痛予防対策指針及び解説。
　　https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r98520000034et4-att/2r98520000034mtc_1.pdf
4.　日本整形外科学会・日本腰痛学会監修．腰痛診療ガイドライン2019（改訂第2版）．2019．南江堂

⇔

（
続
く
）
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転倒・腰痛予防！
「いきいき健康体操」→

図　厚生労働省による腰痛予防対策の推奨サイト¹



【材料（2人分）】
さば水煮缶 ………1 缶（160ｇ）
レンコン …………………… 70g
玉ネギ ……… 小 1/2 個（60ｇ）
ニンジン…………………… 30g
マイタケ …………………… 40g
ニンニク（みじん切り） … １片
オリーブオイル …… 大さじ 1/2

（調味料）
白ワイン（または清酒） … 50ml
コンソメ …………… 小さじ 1/2

粉チーズ …………………… 適量
パセリ・コショウ ………… 少々

ヘルシー料理教室ヘルシー料理教室
メタボ解消！健康への道お手軽

島根県栄養士会

長
は

谷
せ

川
がわ

　智
さとい

〈一口メモ〉
・粉チーズの代わりに、ゆずの果汁を
かけると、香りと酸味の効いたさっぱり
とした味わいになります。
・魚の水煮缶は、それぞれで塩分量が
異なりますので、場合によっては、
調味料を調節してください。
・生魚や鶏むね肉を使ってもおいしく
できます。その際は、蒸し時間を加減
しましょう。

【１人分】
エネルギー　256kcal　　塩分　1.1ｇ

　「魚が食べたくても料理が面倒…」そんなときは、缶詰を使ってみてはいかがですか。
便利なうえに魚の骨まで食べられ、カルシウムもしっかり取ることができます。
今回は、さば缶と旬を迎えたレンコンを使って、簡単に作れる蒸し煮を紹介します。
仕上げには粉チーズを加え、洋風の味わいにしました。おうちで、アツアツのできたてを
お楽しみください。

さば缶と季節の野菜の蒸し煮

【作り方】
❶  レンコンは皮をむき、薄い半月切り

にする。玉ネギは1.5㎝角に切る。
ニンジンはイチョウ切りにする。
マイタケは小房に分ける。ニンニク
はみじん切りにする。

❷  フライパンに、オリーブオイルと
ニンニクを入れ弱火にかけ、香り
がたったら玉ネギを加え、透き通る
まで炒める。

❸  ❷にさば水煮缶（汁気を切った
もの）、レンコン、ニンジン、マイ
タケを入れて混ぜ合わせる。

❹  調味料を入れ、ふたをして弱火で
約 5 分蒸し煮にする。

❺  器に盛り、粉チーズ、パセリ、
コショウを加える。
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一一
いちいち

畑畑
ばたばた

薬薬
やくやく

師師
しし

管長管長（（一一
いちいち

畑畑
ばたばた

寺寺
じじ

住職）住職）

飯飯
いいいい

塚塚
づかづか

��大大
だいだい

幸幸
こうこう

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
干
支
の

４
番
目
の
卯う

年
で
す
。
兎
は
お
だ
や
か
な
性
質
な
の
で

「
温
厚
」
、
よ
く
跳
び
は
ね
る
の
で
「
飛
躍
」
の
意
が

あ
り
ま
す
。
植
物
で
は「
成
長
」を
表
し
ま
す
。
不
毛
な

戦
乱
が
鎮
ま
り
平
和
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
念
じ
る

ば
か
り
で
す
。

お
釈
迦
さ
ま
の
前
世
の
逸
話
を
集
め
た『
ジ
ャ
ー
タ
カ

物
語
』
に
「
月
の
兎
」
の
話
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も

よ
く
ご
存
じ
の
、
兎
は
月
で
餅
を
つ
い
て
い
る
、
月
の

影
が
兎
の
姿
を
し
て
い
る
、
そ
の
由
縁
と
な
っ
た
お
話

で
す
。

　
「
あ
る
と
き
菩
薩
は
兎
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

自
分
だ
け
良
け
れ
ば
い
い
の
で
は
な
く
て
、他
人
の
こ
と
も

心
配
す
る
べ
き
と
い
う
布
施
の
心
が
説
か
れ
ま
し
た
。

帝た
い

釈し
ゃ
く

天て
ん

（
イ
ン
ド
の
雷
神
）
が
老
人
の
姿
に
な
っ
て

施
し
を
求
め
ま
し
た
。兎
の
友
人
た
ち（
サ
ル
、
キ
ツ
ネ
、

カ
ワ
ウ
ソ
）
は
自
分
た
ち
の
食
べ
物
を
施
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
草
し
か
食
べ
な
い
兎
に
は
何
も
施
す
も
の
が

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
無
力
を
嘆
い
た
兎
は
、
自
ら
を

食
と
し
て
捧
げ
よ
う
と
火
の
中
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
火
は
涼
し
く
、
そ
の
老
人
が
帝
釈
天
で
あ
っ
た

こ
と
を
知
り
ま
す
。
兎
の
慈
悲
に
感
銘
を
受
け
た

帝
釈
天
は
、
兎
を
月
に
あ
げ
ま
し
た
。
」

真
心
と
は
、
兎
の
よ
う
な
、
や
さ
し
い
純
真
無
垢
な

心
で
す
。
そ
れ
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
す
べ
て
の
人
が

い
た
だ
い
て
い
る
心
で
あ
り
、
仏
の
心
と
い
っ
て
よ
い

で
し
ょ
う
。し
か
し
、と
き
に
自
己
中
心
的
な
思
い
込
み
や

真ま

　
心ご

こ
ろ

　
︱
月
の
兎う

さ
ぎ

︱

迷
い
に
よ
り
、私
た
ち
の
心
は
塵
や
垢
に
覆
わ
れ
、本
来
の

輝
き
を
見
失
う
こ
と
し
き
り
で
す
。
自
ら
の
内
に
真
心
を

見
る
、
こ
れ
を
信
じ
て
明
ら
め
る
の
が
人
生
で
す
。

お
か
げ
さ
ま
の
心
、
感
謝
の
心
で
毎
日
を
過
ご
し
た
い

も
の
で
す
。

ホ
ッ
と
一
息

ホ
ッ
と
一
息

コ
コ
ロ

コ
コ
ロ
のの

和和
カ
フ
ェ

カ
フ
ェ

ホ
ッ
と
一
息

ホ
ッ
と
一
息

コ
コ
ロ

コ
コ
ロ
のの

和和
カ
フ
ェ

カ
フ
ェ

飯塚 大幸／いいづか　だいこう

一
いち

畑
ばた

薬
やく

師
し

管長（一
いち

畑
ばた

寺
じ

住職）
昭和35年��島根県出雲市（旧平田市）生まれ
昭和48年���13歳で京都・大

だい
珠
しゅ
院
いん
（盛
もり
永
なが
宗
そう
興
こう
師）へ

弟子入り
昭和58年��駒澤大学仏教学部�卒業
昭和58年��埼玉・平

へい
林
りん
寺
じ
専門道場へ入門（6年間）

平成元年����ロンドン仏教協会�禅センターへ留学（1年間）
平成 5年��一畑寺�住職（現職）
平成14年��一畑薬師教団�管長（現職）

・社会福祉法人真
まごころ
心会

かい
�理事長

・山陰尺八道場��第三代��道場主
・島根半島四

しじゅうに
十二浦

うら
巡り再発見研究会��会長

・出雲縁結び街道振興協議会��会長

○趣味　尺八、自転車、ジョギング
2023年（令和５年）癸

みずのと

卯
う
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現代社会を特徴づけるものとして、“ストレス”があります。

時間に追われ、ゆったりとした生活をすることができないと、

心のバランスも崩れてしまいます。職場におけるメンタル

ヘルスが重要視される中、ここでは、一畑薬師管長の

飯塚大幸氏に“心の健康”についてお話いただきます。

『ココロの和カフェ』でホッと一息つきませんか？



島根県在宅保健師等の会

「
ぼ
た
ん
の
会
」

松
江
地
区
は
、こ
こ

3
年
間
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、

支
援
し
て
い
る

事
業
の
縮
小
や

休
止
等
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
は
、

サ
ロ
ン
が
再
開
さ
れ
た
地
区
へ
の
支
援
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
ん
な
中
、
令
和

４
年
に
新
た
に
加
わ
っ
た
活
動
も
あ
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
９
月
23
日
、24
日
、「
世
界
網
膜
の
日

※ 

in
山
陰
」が
松
江
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。開
催
に

あ
た
り
、
「
ぼ
た
ん
の
会
」へ
協
力
依
頼
が
あ
り
、

山
陰
網
膜
色
素
変
性
症
協
会
（
J
R
P
S
山
陰
）
の

方
々
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
10
名
の
会
員
が
、

事
前
に「
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
の
5
つ
の
基
本
」「
ガ
イ
ド

ヘ
ル
プ
を
始
め
る
前
の
留
意
事
項
等
」
に
つ
い
て

実
技
を
踏
ま
え
た
研
修
を
受
け
、
イ
ベ
ン
ト
に
協
力

し
ま
し
た
。最
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、声
か
け

の
仕
方
、立
ち
位
置
、障
害
物
や
階
段
等
の
伝
え
方・

導
き
方
等
々
、
研
修
で
の
学
び
を
生
か
し
な
が
ら

支
援
を
行
い
、活
動
へ
の
新
た
な
自
信
に
も
つ
な
が
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
J
R
P
S
山
陰
か
ら
、
再
び

イ
ベ
ン
ト
（
奥
出
雲
町
の
観
光
）
支
援
の
依
頼
が

あ
り
、
2
名
の
会
員
が
、
9
月
の
経
験
を
生
か
し

な
が
ら
支
援
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
J
R
P
S

山
陰
か
ら
は
、「
ぼ
た
ん
の
会
の
支
援
者
が
、優
し
く

介
助
し
て
く
だ
さ
り
と
て
も
う
れ
し
く
あ
り
が
た

か
っ
た
」
と
の
お
礼
の
声
も
届
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
江
地
区
で
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る

活
動
に
、「
安
定
ヨ
ウ
素
剤
事
前
配
布
」へ
の
支
援

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、
他
地
区
に
は
な
い
、松
江

地
区
特
有
の
活
動
の
一
つ
で
す
。
島
根
県
医
療

政
策
課
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、平
成
29
年
か
ら
問
診
等

の
協
力
を
し
て
い
ま
す
。
令
和
4
年
は
、
7
月
、
8
月
、

12
月
に
延
べ
18
名
の
会
員
が
協
力
し
ま
し
た
。
事
前

配
布
に
協
力
は
し
て
い
ま
す
が
、今
後
も
原
発
事
故
が

起
こ
ら
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

支
援
活
動
の
一
つ
一
つ
は
、
会
員
自
身
の
健
康

づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

在
宅
保
健
師
と
し
て
、で
き
る
範
囲
で
協
力
要
請
に

応
じ
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

※
世
界
網
膜
の
日

網
膜
色
素
変
性
症
患
者
の
国
際
団
体

で
あ
る
国
際
網
膜
協
会
が
、
疾
患
に

対
す
る
啓
発
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

日
と
し
て
定
め
て
い
る
も
の
で
、
世
界

各
国
で
毎
年
、
こ
の
日
に
あ
わ
せ
て

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

島
根
県
在
宅
保
健
師
等
の
会
「
ぼ
た
ん
の
会
」
は
、
県
内
二
次
医
療
圏
単
位
７
つ
の
地
区
に
お
い
て
、

島
根
県
在
宅
保
健
師
等
の
会
「
ぼ
た
ん
の
会
」
は
、
県
内
二
次
医
療
圏
単
位
７
つ
の
地
区
に
お
い
て
、

住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
各
地
区
の
特
性
を
生
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
各
地
区
の
特
性
を
生
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
松
江
地
区
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
松
江
地
区
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

活
動
の
場
を
広
げ
て

活
動
の
場
を
広
げ
て

「
ぼ
た
ん
の
会
」
松
江
地
区　

「
ぼ
た
ん
の
会
」
松
江
地
区　

永
江　

尚
美　
　

外
谷　

一
子

永永な
が
な
が

江江ええ　　

尚尚な
お
な
お

美美みみ　
　
　
　

外外とと

谷谷やや　　

一一い
ち
い
ち

子子ここ

中中な
か
な
か

尾尾おお

千千ちち

代代よよ

子子ここ　
　
　
　

平平ひ
ら
ひ
ら

野野のの　　

友友と
も
と
も

子子ここ

星星ほ
し
ほ
し

野野のの　　

由由ゆゆ

美美みみ

24しまねの国保　2023. 1

後列左から星野、外谷、中尾
前列左から平野、永江

安定ヨウ素剤事前配布

世界網膜の日in山陰

再開されたサロン活動（東生馬なごやか会）



基
づ
く
業
務
目
標
の
達
成
度
合
い
と
い
う

も
の
が
、保
険
料
の
納
付
率
に
し
て
も
、事
務

処
理
に
要
し
た
期
間
に
し
て
も
、数
値
で
出
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
年
金
機
構
で
は
基
準
の
設
定
の

仕
方
や
具
体
的
な
評
価
の
方
法
に
つ
い
て
、評
価

す
る
側
も
、厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
日
々

感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
信
賞
必
罰
、と
言
う
の
は

た
や
す
い
が
、
こ
れ
は
な
か
な
か
容
易
な
こ
と

で
は
な
く
て
、評
価
を
す
る
側
の
見
識
と
覚
悟
も
、

職
員
の
前
に
試
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
く
全
国
組
織
で
あ
る
と
は
言
っ
て
も
、

率
直
に
言
っ
て
厚
生
労
働
省
で
は
そ
れ
ほ
ど

で
は
な
か
っ
た
。
厚
生
労
働
省
で
も
数
万
人
の

職
員
が
働
い
て
い
る
が
、
特
に
職
員
数
の
多
い

現
業
部
門
（
労
働
局
や
検
疫
所
な
ど
）
の
人
事
は

日
本
年
金
機
構
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、

改
め
て
人
事
と
人
事
評
価
と
い
う
も
の
の
大
切

さ
を
感
じ
て
い
る
。
機
構
は
全
国
に
３
１
２
の

年
金
事
務
所
と
15
の
事
務
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
組
織

で
あ
り
、
約
１
万
１
千
人
の
正
規
職
員
だ
け
で

も
、
出
自
を
見
れ
ば
も
と
県
庁
採
用
の
公
務
員

出
身
者
、
旧
社
会
保
険
庁
本
庁
採
用
の
公
務
員

出
身
者
、民
間
企
業
出
身
者
、機
構
発
足
以
降
の

採
用
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に
有
期

雇
用
と
無
期
雇
用
の
非
正
規
職
員
も
合
わ
せ
て
、

正
規
職
員
と
ほ
ぼ
同
数
働
い
て
い
る
。こ
う
し
た

職
員
に
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い
、同
時

に
本
部
の
経
営
方
針
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
、

人
事
の
公
平
公
正
が
極
め
て
重
要
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
年
金
機
構
で
は
、
経
営
方
針
に

基
本
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
行
っ
て
お
り
、

本
省
の
次
官
や
官
房
長
が
人
事
を
行
う
の
は

専
ら
本
省
の
職
員
に
つ
い
て
に
過
ぎ
な
い
。ま
た

厚
生
労
働
省
の
職
員
は
原
則
全
員
が
公
務
員
で

あ
り
、
そ
れ
な
り
に
同
種
の
経
歴
と
一
体
感
を

持
っ
て
い
る
。
評
価
の
基
準
と
い
う
点
で
も
、

行
政
官
と
し
て
の
能
力
と
い
う
も
の
は
数
値

化
が
難
し
く
、
逆
に
言
え
ば
反
論
に
さ
ら
さ
れ

に
く
い
。

そ
も
そ
も
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
は
そ
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
世
に
問
わ
れ
て
い
る
訳

だ
が
、公
的
組
織
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
収
益
と

い
う
形
で
出
な
い
た
め
に
、
何
を
目
標
と
し
、

何
を
も
っ
て
そ
の
達
成
度
を
評
価
す
る
か
、

と
い
う
こ
と
自
体
が
、
経
営
陣
の
力
量
を
示
す

ひ
と
つ
の
指
標
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。そ
の
力
量

と
は
結
局
、
組
織
の
任
務
が
何
で
あ
る
か
を

い
か
に
的
確
に
把
握
す
る
か
と
い
う
こ
と
に

か
か
っ
て
く
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
国
保
の
保
険
者
の
任
務

と
い
う
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
。

年
金
機
構
と
同
じ
く
、国
保
の
保
険
者
も
実
務

の
組
織
で
あ
る
か
ら
、
保
険
料
を
被
保
険
者

ご
と
に
正
確
に
算
定
し
、徴
収
し
、医
療
費
を

正
し
く
給
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

際
、（
釈
迦
に
説
法
で
恐
縮
だ
が
）
保
険
料
を

払
っ
て
く
れ
な
い
層
に
ど
う
働
き
か
け
る
か
や
、

給
付
の
方
で
は
レ
セ
プ
ト
を
い
か
に
効
果
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
無
駄
な
給
付
を
防
ぐ
か
と
い
う

と
こ
ろ
が
、
言
わ
ば
腕
の
見
せ
所
と
な
る

だ
ろ
う
。何
と
言
っ
て
も
正
確
で
公
正
な
制
度
の

運
用
が
、住
民
の
生
活
の
安
心
と
安
定
を
目
的
と

す
る
国
保
制
度
の
基
礎
と
な
る
。

年
金
と
違
う
の
は
、受
診
率
を
下
げ
る
こ
と
、

あ
る
い
は
提
供
さ
れ
る
医
療
の
内
容
を
効
率
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
給
付
の
抑
制
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
点
だ
。受
診
率
を
下
げ
る
こ
と

は
住
民
の
健
康
度
を
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、

そ
の
意
味
で
も
住
民
生
活
の
安
心
・
安
定
と
い
う

制
度
の
本
旨
に
か
な
う
。一
方
こ
う
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、健
康
づ
く
り
、医
療
や
薬
事
の
提
供

体
制
、介
護
予
防
な
ど
、都
道
府
県
と
の
調
整
を

含
め
て
、
行
政
機
構
内
部
で
の
横
の
連
携
が

不
可
欠
と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、地
域
の
状
況
に

よ
っ
て
取
り
組
む
べ
き
内
容
も
違
い
、
そ
れ
が

取
り
組
み
が
い
と
い
う
も
の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
こ
と
は
既
に
多
く
の
自
治
体
で

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
。
し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、目
的
と
手
段

を
明
ら
か
に
し
、
具
体
的
な
目
標
を
立
て
、

達
成
度
合
い
を
評
価
す
る
こ
と
、そ
し
て
そ
れ
を

継
続
す
る
こ
と
、
そ
う
し
た
こ
と
が
、
任
務
を

き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
保
険
者
の
見
識
と

覚
悟
が
、
住
民
の
前
に
試
さ
れ
て
い
る
。そ
う

し
た
認
識
が
、
具
体
的
な
効
果
を
導
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。記

事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

任
務
を
知
る
こ
と
に
つ
い
て

生年月日
1959年11月21日

日本年金機構　副理事長
元厚生労働事務次官

【学歴】
1983年 3 月 東京大学法学部卒業

【職歴】
1983年 4 月 厚生省入省
1993年 5 月 在米国日本国大使館一等書記官
1998年 4 月 北海道保健福祉部高齢者保健福祉課長
2004年 7 月 総務省行政管理局管理官
2008年 7 月 社会保険庁総務部総務課長
2012年 9 月 厚生労働省大臣官房人事課長
2013年 7 月 厚生労働省大臣官房年金管理審議官
2016年 6 月 厚生労働省大臣官房長
2018年 7 月 厚生労働省保険局長
2019年 7 月 厚生労働省医薬・生活衛生局長
2020年 3 月 内閣官房新型コロナウイルス感染症
 対策推進室長
2020年 9 月 厚生労働事務次官
2021年10月 厚生労働省退官
2022年 1 月 日本年金機構 副理事長

樽見  英樹
たるみ  ひでき

25 しまねの国保　2023. 1



日 行　　　　　事
1 全国国民健康保険診療報酬審査委員会会長連絡協議会

（第3回）［東京都（テレビ会議併用）］

全国国保連合会第三者行為求償事務担当者等研修
［東京都］（～2日）

2 全国国保連合会審査担当課（部）長会議
［東京都（テレビ会議併用）］

6 国保データベース（KDB)システム担当者説明会
［テレビ会議］

7 介護給付適正化研修会［Web会議］

診療報酬適正化連絡協議会［本会］

11 診療報酬請求事務能力認定試験［広島県広島市］

12 島根県子ども・若者支援地域協議会「実務者会議」
［Web会議］

島根県周産期医療協議会［Web会議］

第2回監事会［奥出雲町］

13 医療費等データ評価・分析研修［テレビ会議］（～14日）

15 国保情報集約システムに係る国保連合会向け説明会
［テレビ会議］

第2回高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業
における市町村への支援体制検討会議［松江市］

16 選択研修「OJT（仕事を通じた人材育成）講座」フォロー
アップ研修［松江市］

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に係る保険者訪問
［飯南町］

弁護士相談［本会］ 

島根県柔道整復療養費審査委員会［本会］

日 行　　　　　事

17 島根県国民健康保険診療報酬審査委員会［本会］
（～22日）

19 次期国保総合システム担当者説明会［テレビ会議］

20 全国国保連合会総合調整会議［テレビ会議］

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に係る吉賀町との
協議［Web会議］

21 「国保連合会保健事業支援・評価委員会」報告会
［Web会議］

障害者総合支援給付審査支払等システム担当者説明会
［Web会議］

22 第9回介護保険保険者事務処理システム運営委員会
［Web会議］

第2回島根県市町村国保広域化等連携会議［Web会議］

介護給付費等審査委員会［本会］

23 第2回島根県地域医療支援会議［Web会議］

第1回島根県医療審議会総会［Web会議］

中国地方国保連合会事務局長・総務担当部（課）長会議
［テレビ会議］

26 松江地域保健医療対策会議　医療・介護連携部会
（松江地域医療構想調整会議）［松江市］

27 インボイス制度開始に伴うシステム担当者説明会
［テレビ会議］

1212月月
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PHOTO

年頭のごあいさつ� 1

島根県国民健康保険団体連合会  理事長

島根県健康福祉部  部　長

国民健康保険中央会  会　長

ＴＯＰＩＣＳ� 4

国保制度改善強化全国大会

報告� 6

第30回島根県国保地域医療学会

速報� 10

令和3年度
　島根県特定健診・特定保健指導実施状況
令和4年度上半期
　島根県国民健康保険医療費

保険者コーナー� 18

国保ストリート
 川本町　健康福祉課　主事　堂面　　諒

ガンバッテマス
松江市　東出雲支所　市民生活課　保健師　安藤　　洸

健康にだんだん� 20

あなたもきっとできる！ 身体活動のコツ
 身体教育医学研究所うんなん　主任研究員　北湯口　純

お手軽！ ヘルシー料理教室
 島根県栄養士会　長谷川　智

ホッと一息ココロの和カフェ
 一畑薬師　管長　飯塚　大幸

島根県在宅保健師等の会� 24

ホップステップジャンプ
 「ぼたんの会」松江地区　　永江　尚美　　外谷　一子

中尾千代子　　平野　友子
星野　由美

こくほ随想� 25

任務を知ることについて
日本年金機構　副理事長　樽見　英樹

連合会日誌� 26

11月・12月

「Sparks」（島根県国保連合会野球部）
新年あけましておめでとうございます。
　今号の表紙は、本会野球部「Sparks」のメンバーです。見覚えのある顔を
発見された方もいらっしゃるのではないでしょうか。平均年齢43歳。若干
高めではありますが、日々のデスクワークで凝り固まった体を解きほぐし、
みんなで楽しく、無邪気に、珍プレー好プレーを繰り広げています。
　主な活動は、社会人チーム同士が対戦する『アフター５ナイターリーグ』
への参加です。シーズンは５月スタートですが、今年はすでに、期待の新人、
女性部員の加入が決まっており、開幕を心待ちにしています。背番号15、
ショートを守る彼女（写真：前列中央）の活躍にご期待ください。
　今年は「Sparks」に明るい光が差し込みそうです。皆さまにとっても、
輝かしい一年となりますよう心からお祈りしております。本年も、何卒
よろしくお願い申し上げます。

山本　浩章
安食　治外
岡﨑　誠也
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連 合 会 日 誌
1111月月

日 行　　　　　事
1 中・四国地方国保連合会事務局長会議［愛媛県松山市］

介護給付適正化中国・四国ブロック研修会
［徳島県徳島市］（～2日）
国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に係る保険者訪問

［知夫村］
2 レセプト点検相談［安来市］
4 全国国保連合会審査担当課（部）長会議［テレビ会議］

第2回島根県市町村国保広域化等連携会議部会
（東部地区）［松江市］
AIを活用した特定健康診査受診率向上支援事業に係る
期中報告［雲南市］

6 第44回川本町産業祭［川本町］
7 全国国保連合会常勤役員会議［東京都］（～8日）
8 後期高齢者医療に係る市町村担当課長会議［Web会議］

国保中央会役員と小規模国民健康保険団体連合会の 
諸課題検討会議会員との意見交換会［東京都］
保健事業支援・評価委員会による保険者訪問［松江市］
審査事務共助知識力認定試験［本会］

9 レセプト点検相談［雲南市］
介護保険業務に係る意見交換［川本町］

10 電算業務等にかかる保険者巡回相談［浜田市］
11 電算業務等にかかる保険者巡回相談［吉賀町］

レセプト点検相談［出雲市］
国保制度改善強化に関する市長会・町村会との協議

［松江市］
14 電算業務等にかかる保険者巡回相談［邑南町］
15 人事評価研修［Web会議］

国保データベース（KDB）システム部会・国保連合会
保健師部会合同会議［Web会議］
介護保険業務に係る意見交換［隠岐の島町］

16 国民健康保険料（税）の滞納者を対象とする多重債務等
相談事業［出雲市、安来市］
電算業務等にかかる保険者巡回相談［知夫村］

日 行　　　　　事
17 国保制度改善強化全国大会運営委員会（第2回）［東京都］

電算業務等にかかる保険者巡回相談［海士町］
介護保険業務に係る意見交換［安来市］

18 国保制度改善強化全国大会［東京都］
※本誌「TOPICS」●～●ページ参照
電算業務等にかかる保険者巡回相談［隠岐の島町］
島根県国民健康保険診療報酬審査委員会［本会］

（～24日）
弁護士相談［本会］ 
島根県柔道整復療養費審査委員会［本会］

21 第2回監事会［出雲市］
第2回島根県保険者協議会定期監査［本会］

24 介護給付費等審査委員会［本会］
25 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の推進に 

向けた研修会［Web会議］
島根県市町村職員共済組合レセプト点検［松江市］

（～28日、29日、12月1日、2日）
介護保険業務に係る意見交換［雲南市］
第2回島根県保険者協議会企画調査部会［本会］

28 介護保険審査支払システム等担当者説明会（ケアプラン
データ連携システム）［Web会議］
審査支払業務検討委員会作業部会ワーキンググループ

（第8回）［東京都］　（～30日）
第2回理事会［本会］

29 全国国保連合会常務処理審査委員連絡会議［テレビ会議］
国民健康保険料（税）収納アドバイザー相談事業

［出雲市］
第8回介護保険保険者事務処理システム運営委員会［本会］
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特定健診等実施率向上の 
取り組みや医 療 費 適 正化 
対策等、今年度事業の実施 
状況について、また、令和
５年度事業計画・予算等に
ついて協議を行った。

連 合 会 日 誌
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日 行　　　　　事
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介護給付適正化中国・四国ブロック研修会
［徳島県徳島市］（～2日）

国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に係る保険者訪問
［知夫村］

2 レセプト点検相談［安来市］

4 全国国保連合会審査担当課（部）長会議［テレビ会議］

第2回島根県市町村国保広域化等連携会議部会
（東部地区）［松江市］

AIを活用した特定健康診査受診率向上支援事業に係る
期中報告［雲南市］

6 第44回川本町産業祭［川本町］

7 全国国保連合会常勤役員会議［東京都］（～8日）

8 後期高齢者医療に係る市町村担当課長会議［Web会議］

国保中央会役員と小規模国民健康保険団体連合会の 
諸課題検討会議会員との意見交換会［東京都］

保健事業支援・評価委員会による保険者訪問［松江市］

審査事務共助知識力認定試験［本会］

9 レセプト点検相談［雲南市］

介護保険業務に係る意見交換［川本町］

10 電算業務等にかかる保険者巡回相談［浜田市］

11 電算業務等にかかる保険者巡回相談［吉賀町］

レセプト点検相談［出雲市］

国保制度改善強化に関する市長会・町村会との協議
［松江市］

14 電算業務等にかかる保険者巡回相談［邑南町］

15 人事評価研修［Web会議］

国保データベース（KDB）システム部会・国保連合会
保健師部会合同会議［Web会議］

介護保険業務に係る意見交換［隠岐の島町］

16 国民健康保険料（税）の滞納者を対象とする多重債務等
相談事業［出雲市、安来市］
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電算業務等にかかる保険者巡回相談［海士町］

介護保険業務に係る意見交換［安来市］

18 国保制度改善強化全国大会［東京都］
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（28日、29日、12月1日、2日）

介護保険業務に係る意見交換［雲南市］

第2回島根県保険者協議会企画調査部会［本会］

28 介護保険審査支払システム等担当者説明会（ケアプラン
データ連携システム）［Web会議］

審査支払業務検討委員会作業部会ワーキンググループ
（第8回）［東京都］　（～30日）

第2回理事会［本会］

29 全国国保連合会常務処理審査委員連絡会議［テレビ会議］

国民健康保険料（税）収納アドバイザー相談事業
［出雲市］

第8回介護保険保険者事務処理システム運営委員会［本会］

27 しまねの国保　2023. 1

特定健診等実施率向上の 
取り組みや医 療 費 適 正化 
対策等、今年度事業の実施 
状況について、また、令和
５年度事業計画・予算等に
ついて協議を行った。

「Sparks」（島根県国保連合会野球部）
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